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最
後
の

よ
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こ
い

  
３
月
１
日
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藤沢という地名にちなんで、フ
ジの花を単純化したもの。フジ
は謙譲の徳を、その色は高貴を
表している。上から校章、校旗、
フジ(フジは町花でもある)

藤沢高校閉校記念特集�遂志�
　　 � � � � � � � �　 　

校章・校旗・校歌�

最後の卒業式�

28通りの未来に向かって�

歴史を閉じる�

成長の日々、そして発展の記憶�

思い出を語る�

���������	
������
�菊地歩生徒会長�大鹿糠文行校長
�小野寺君雄藤高を讃える会長

遂志�これからも、この場所で�

藤高野球部の最後の大会となっ
た第88回全国高校野球選手権
岩手大会で、スタンドからエー
ルを送る全校応援(平成18年７
月13日、一関運動公園野球場)

県
立
藤
沢
高
校
が　

年
の
歴
史
を
閉
じ
る

57
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特集

遂
志
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東磐井の名邑と

文化にかおる藤沢の

愛宕の丘に輝ける

学びの園の高校よ

ああ爽やかに空はるか

新しき日の鐘はなる　鐘はなる

北上川は洋々と

平和の里の影映し

遥かに望む須川岳

山のあなたの世も広く

ああ朗らかに睦みつつ

希望も若く学ぶ窓　学ぶ窓

ふるさとのため国のため

みなよき民と伸び競う

建設の意気たくましく

進む行く手に栄えあれ

ああ燦然と光りある

藤沢高校わが母校　わが母校

半
世
紀
の
歴
史
と
伝
統

永
遠
に�

岩手県立藤沢高等学校校歌
作詞　白鳥　省吾
作曲　武田忠一郎
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県
立
藤
沢
高
等
学
校
最
後
の
卒
業
式
は

平
成
二
〇
年
三
月
一
日
、
縄
文
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
。

二
十
八
人
の
卒
業
生
は
、
大
き
な
夢
と
希
望
を
胸
に

三
年
間
通
っ
た
学
び
や
か
ら
巣
立
っ
た
。

縄文ホールで３月１日行わ
れた藤沢高校最後の卒業式。
大鹿糠文行校長から卒業証
書を受け取る千葉明日加さ
ん(藤沢町西口) ���������	
�����	�

最
後
の
卒
業
式
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朝
か
ら
青
空
が
広
が
り
、
旅
立

ち
を
祝
う
に
ふ
さ
わ
し
い
穏
や
か

な
一
日
と
な
っ
た
。
三
年
間
の
思

い
出
が
走
馬
燈
の
よ
う
に
頭
の
中

を
駆
け
め
ぐ
る
。
生
徒
も
教
職
員

も
緊
張
の
面
持
ち
。
卒
業
の
喜
び

と
閉
校
の
寂
し
さ
、
二
つ
の
思
い

が
交
錯
す
る
中
で
、
藤
沢
高
校
最

後
の
卒
業
式
が
始
ま
っ
た
。

　

午
前
十
時
か
ら
行
わ
れ
た
式
に

は
、
卒
業
生
、
教
職
員
、
保
護
者

と
来
賓
な
ど
約
百
二
十
人
が
出
席
。

　

大
鹿
糠
文
行
校
長
が
卒
業
生
一

人
一
人
の
名
前
を
読
み
上
げ
、
卒

業
証
書
を
手
渡
し
た
。

　

式
辞
に
立
っ
た
大
鹿
糠
校
長
は

「
卒
業
生
は
少
人
数
で
後
輩
の
い

な
い
高
校
生
活
を
過
ご
し
て
き
ま

し
た
が
、
心
を
一
つ
に
本
校
発
展

の
推
進
役
と
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
で
活
躍
し
て
く
れ
ま
し
た
。
こ

れ
か
ら
の
人
生
、
多
く
の
困
難
に

出
遭
う
と
思
い
ま
す
が
、
決
し
て

苦
し
み
か
ら
逃
げ
ず
に
、
自
分
を

磨
き
続
け
て
く
だ
さ
い
」と
述
べ

た
。

　

続
い
て
来
賓
の
畠
山 
博 
町
長
、

ひ
ろ
し

金
野 
隆 
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
、
小
野
寺 
君 

た
か
し 

き
み

 
雄 
同
窓
会
長
の
三
人
が
祝
辞
を
寄

おせ
た
。
こ
の
う
ち
畠
山
町
長
は

「
皆
さ
ん
は
藤
沢
高
校
最
後
の
ラ

ン
ナ
ー
と
し
て
懸
命
に
走
り
、
素

晴
ら
し
い
ゴ
ー
ル
に
た
ど
り
着
き

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、
夢

や
希
望
も
あ
り
ま
す
が
、
壁
に
ぶ

つ
か
る
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
ま

卒
業
の
喜
び
と
閉
校
の
寂
し
さ

二
つ
の
思
い
が
交
錯
す
る
中
で

国交大臣表彰の披露と
町長感謝状の贈呈も

　式では同校特色の一つボラン

ティア活動に対する国土交通大

臣表彰の伝達披露と町長感謝状

の贈呈も行われた。

　同校は今年の卒業生が生まれ

た平成２年から学校周辺や通学

路の道路清掃「クリーン作戦」を

実施してきた。18年間の地道

な取り組みが認められて昨年８

月、国土交通大臣表彰を受賞し

た。伝達披露では、大鹿糠校長

から生徒代表に表彰状が手渡さ

れ、式の出席者に披露された。

　18年度からは地域の協力も

得ながらアルミ缶回収事業を展

開。その益金と生徒会費の余剰

金で特別養護老人ホーム「光栄

荘」と介護老人保健施設「老健ふ

じさわ」に車いす４台(各施設２

台ずつ)を寄贈。畠山博町長か

ら生徒代表に感謝状が贈呈され

た。

せ
ん
。
精
進
を
重
ね
、
そ
れ
ぞ
れ

の
夢
や
希
望
を
実
現
で
き
る
よ
う

に
頑
張
っ
て
く
だ
さ
い
」と
エ
ー

ル
を
送
っ
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
及
川
広
紀
君

が「
少
人
数
、
小
規
模
は
、
決
し
て

ハ
ン
デ
ィ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
母

校
の
名
前
は
消
え
て
も
、
藤
沢
高

で
の
活
動
や
思
い
出
は
わ
た
し
た

ち
の
心
、
わ
た
し
た
ち
を
支
え
て

く
れ
た
す
べ
て
の
皆
さ
ん
の
記
憶

に
ず
っ
と
残
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

こ
こ
で
出
会
え
た
す
べ
て
の
人
た

ち
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」と

語
っ
た
。

　

二
十
八
人
の
卒
業
生
は
、
三
年

間
の
藤
高
生
活
を
誇
り
に
、
未
来

へ
の
一
歩
を
踏
み
出
し
た
。

(中)同校15年度卒業生で東邦音大
ピアノ科４年千葉侑衣さんが伴奏
を担当してくれた
(左)卒業生を代表し感謝の言葉を
述べる及川広紀君

緊張の面持ちで国歌を斉唱する卒業生

(上)最後の卒業式で式辞述
べる大鹿糠文行校長
(右上)わが子の卒業を客席
から見守る父母ら
(右下)元・前教職員の皆さ
んも大勢駆けつけた
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28通りの未来へ
向かって
藤高最後の卒業生28人とそれぞれの思い

小野寺貴栄　一関市千厩町
これからも夢に向かって頑張り
ます。

�������
���������

熊谷麻紀　藤沢町藤沢
専門学校に行っても夢をあきら
めずに頑張ります。

�������
����

三浦志津江　藤沢町藤沢
絶対に児童指導員になってみせ
ます。

�����
������

山崎恵　一関市川崎町
大東町の職場では一生懸命頑張
ります。

��������
������

佐藤直実　藤沢町保呂羽
社会に出たら、２年は頑張って
働きます。

����
�����

元柏育子　一関市千厩町
新車を買えるぐらい頑張って働
きます。

���������	�
�����

遠藤宏史　一関市千厩町
岩手を離れてしまいますが、一
生懸命頑張ります。

����
�������

及川広紀　藤沢町黄海
社会に出たら精一杯働きます。

������
������

上田勇樹　一関市千厩町
みんなガンバ。自分も頑張りま
す。

����
�����

金野潤　藤沢町大籠
健康に気を付けて頑張ります。

�����
���

佐藤俊　藤沢町砂子田
これからも一生懸命頑張ります。

����
������

金野健司　一関市千厩町
たくさんの思い出を大切にして
いきたいです。

�����
�����

佐藤嘉浩　藤沢町藤沢
心機一転、進学する学校で頑張
ります。

����
���������

菅原拓也　一関市千厩町
何事にもくじけず瀬一杯頑張り
ます。

��������
������

������
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伊勢　章　藤沢町西口
東京へ行っても頑張ります。

���
�����

小山千里　藤沢町藤沢
都会でも頑張ります。

�����
�������

菅原和貴　一関市千厩町
就職しても頑張ります。

��������
������

武田直人　藤沢町藤沢
社会人になっても頑張ります。

������
�����

千田智明　一関市千厩町
進学して頑張りたいです。

�����
������

小野寺誉　一関市千厩町
就職しても頑張ります。

�������
������

小野寺良江　藤沢町保呂羽
母校はなくなっても、たくさん
の思い出があってよかったです。

�������
������������

千葉利奈　藤沢町藤沢
でっかい夢とちっちゃい希望を
持って一期一会を大切にします。

�����
����

三浦優　藤沢町新沼
卒業生として誇りを持って頑張
ります。支えてくれた皆さん、
本当にありがとうございました。

�����
���

佐々木卓　藤沢町黄海
自衛官として国を守り、大事な
人を守りたいです。

������
������

小林克弥　藤沢町藤沢
バレーを続けます。仕事では、
最高のバネをつくりたいです。

���������
�������

菊地歩　藤沢町藤沢
藤高よ、ありがとう。これから
もマイペースで頑張ります。

�������
�����

千葉明日加　藤沢町西口
自分の夢である「図書館司書」に
なれるよう頑張ります。

�����
�����

佐々木道子　藤沢町大籠
３年間ありがとうございました。

������
�������
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卒
業
式
に
続
い
て
行
わ
れ
た
閉
校
式
典
。

最
後
の
卒
業
生
や
同
窓
生
ら
が
、

地
域
と
共
に
歩
ん
だ
藤
高
の
思
い
出
を
振
り
返
り
、

多
く
の
人
材
を
輩
出
し
た
歴
史
を
胸
に
刻
ん
だ
。

閉校式で返納する校旗をた
たむ男子生徒たち。校旗は
生徒から大鹿糠文行校長に
伝達され、箱崎安弘県教育
委員長に返納された

歴
史
を
閉
じ
る

�����������	
���������������	�
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午
後
一
時
半
か
ら
行
わ
れ
た
閉

校
式
典
に
は
、
同
校
最
後
の
卒
業

生
や
同
窓
生
、
県
教
委
、
町
な
ど

の
関
係
者
約
二
百
七
十
人
が
出
席
。

　

大
鹿
糠
校
長
は「
学
び
や
の
灯

が
消
え
て
も
、
こ
れ
ま
で
培
っ
た

友
情
や
藤
高
魂
は
永
遠
に
燃
え
続

け
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
同
窓
生
の

皆
さ
ん
の
ま
す
ま
す
の
活
躍
を
願

う
と
と
も
に
、
本
校
を
育
て
て
く

れ
た
す
べ
て
の
方
に
感
謝
し
ま

す
」と
、
箱
崎 
安  
弘 
県
教
育
委
員

や
す 
ひ
ろ

長
は「
開
校
か
ら
五
十
七
年
、
藤

沢
高
の
発
展
に
支
援
、
協
力
を
い

た
だ
い
た
町
関
係
者
や
地
域
の
皆

さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
」と

式
辞
し
た
。

　

藤
高
を
讃
え
る
会
の
小
野
寺
君

雄
会
長
は「
母
校
の
思
い
出
を
後

世
へ
と
語
り
伝
え
て
い
く
こ
と
が

わ
た
し
た
ち
の
使
命
。
長
き
に
わ

た
り
温
か
い
指
導
、
協
力
を
い
た

だ
い
た
多
く
の
皆
さ
ん
に
感
謝
し

ま
す
」と
あ
い
さ
つ
し
た
。

　

続
い
て
小
野
寺
会
長
と
大
鹿
糠

校
長
か
ら
歴
代
校
長
、
教
育
振
興

会
長
、
同
窓
会
長
ら
功
労
者
に
感

謝
状
が
贈
呈
さ
れ
た
。

　

来
賓
の
畠
山
博
町
長
は「
藤
沢

高
の
誕
生
は
、戦
後
の
混
乱
期
に

夢
と
希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

学
校
が
な
く
な
っ
て
も
そ
の
精
神

は
永
遠
に
同
窓
生
一
人
一
人
の
胸

に
宿
り
続
け
る
と
信
じ
て
い
ま

す
」と
あ
い
さ
つ
。
県
高
校
協
会

長
代
理
で
統
合
先
の
板
宮 
成  
悦 
千

せ
い 
え
つ

厩
高
校
長
は「
最
後
の
卒
業
生
は
、

少
人
数
の
寂
し
さ
を
乗
り
越
え
、

さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
成
果
を
上
げ
、

藤
沢
高
の
歴
史
を
閉
じ
る
に
ふ
さ

わ
し
い
活
躍
を
見
せ
て
く
れ
ま
し

た
。
統
合
校
と
し
て
身
の
引
き
締

ま
る
思
い
で
す
」と
述
べ
た
。

　

生
徒
を
代
表
し
て
菊
地 
歩 
生

あ
ゆ
み

徒
会
長
が「
閉
校
に
当
た
り
、
言

い
よ
う
の
な
い
寂
し
さ
と
悲
し
さ

が
込
み
上
げ
て
き
ま
す
。
藤
高
五

十
七
年
の
伝
統
は
、
千
厩
高
に
受

け
継
が
れ
、
多
く
の
人
の
記
憶
に

残
る
も
の
と
信
じ
て
い
ま
す
。
こ

れ
ま
で
支
え
て
く
れ
た
多
く
の
皆

　

年
の
歴
史
を
閉
じ
て
も

57藤
高
精
神
と
伝
統
は
永
遠
に

さ
ん
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
忘
れ

ず
に
、
藤
高
で
学
ん
だ
こ
と
を
誇

り
に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
道
を
歩
み
ま

す
」と
決
意
を
述
べ
た
。

　

校
歌
斉
唱
後
、
生
徒
の
代
表
が

ス
テ
ー
ジ
で
校
旗
を
た
た
み
、
大

鹿
糠
校
長
に
伝
達
。
大
鹿
糠
校
長

は
声
を
詰
ま
ら
せ
な
が
ら「
県
立

藤
沢
高
校
の
校
旗
を
返
納
し
ま

す
」と
箱
崎
県
教
育
委
員
長
に
校

旗
を
手
渡
し
、
五
十
七
年
の
歴
史

に
終
止
符
を
打
っ
た
。

　

最
後
に
、
創
立
五
十
周
年
を
記

念
し
て
平
成
十
二
年
度
か
ら
取
り

組
ん
で
き
た「
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ

ン
」を
、
卒
業
生
二
十
八
人
が
力

い
っ
ぱ
い
演
舞
。
会
場
か
ら
大
き

な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　

藤
沢
高
は
千
厩
高
と
の
統
合
が

決
ま
っ
た
十
八
年
度
か
ら
生
徒
の

募
集
を
停
止
。
生
徒
数
が
減
少
す

る
中
、
生
徒
、
教
職
員
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

地
域
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
、
よ

さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン
や
各
種
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
に
代
表
さ
れ
る
オ
ン

リ
ー
・
ワ
ン
の
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
た
。
半
世
紀
の
伝
統
を
受

け
継
い
だ
そ
の
姿
は
最
後
ま
で
光

り
輝
き
、
有
終
の
美
を
飾
っ
た
。

(写真右から)箱崎県教育委員長に校
旗を返納する大鹿糠文行校長。涙で
声を詰まらせた／生徒を代表し、あ
いさつする菊地歩生徒会長。最後ま
で藤高の誇りと伝統を守り抜いた／
ステージいっぱいに最後のよさこい
ソーランを演舞する28人の卒業生

同校最後の卒業生と教職員のほかPTA、同窓会、県教委、町などから関係者約270人が
出席した県立藤沢高等学校閉校記念式典。写真は、式辞を述べる箱崎安弘県教育委員長

式では表彰式も行われ、小
野寺君雄同窓会長と大鹿糠
文行校長から歴代校長、教
育振興会長、同窓会長ら功
労者に感謝状が贈呈された
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語
り
継
ぐ

人
生
が
あ
る
よ
う
に
、

語
り
継
ぎ
た
い

歴
史
が
あ
る

成
長
の
日
々

そ
し
て
発
展
の
記
憶

草創期Ⅰ期Ⅱ期

昭
和　

年
23

　

年
24

　

年
25

　

年
26

　

年
27

　

年
28

　

年
29

　

年
30

　

年
31

　

年
32

　

年
34

　

年
37

　

年
38

　

年
39

　

年
40

４
月

５
月

６
月

４
月

５
月

４
月

３
月

３
月

４
月

　

月
11

　

月
12３

月
４
月

４
月

３
月

３
月

１
月

　

月
11

　

月
11

　

月
11３

月

学
制
改
革
と
地
域
住
民
の
強
い
要
望
に
よ
っ
て
、
県
立
千
厩
高

等
学
校
藤
沢
分
校
が
設
置
さ
れ
る
。
定
時
制
課
程
農
業
科（
男

子
）と
家
庭
科（
女
子
）を
創
設

藤
沢
小
学
校
講
堂
で
開
校
式
を
挙
行

花
王
ヶ
丘
か
ら
藤
沢
小
学
校
に
移
転
。
西
校
舎
４
教
室
を
借
用

県
立
千
厩
高
等
学
校
藤
沢
分
校
か
ら
昇
格
し
、
定
時
制
の
岩
手

県
立
藤
沢
高
等
学
校
と
し
て
独
立
。
定
員
１
３
５
人

初
代
校
長
に
菊
池
精
一
氏
。　

人
の
教
職
員
が
配
置

13

全
日
制
課
程
普
通
科
を
開
設

第
１
回
卒
業
式（
農
業
科　

人
、
家
庭
科　

人
）

30

10

独
立
校
舎
の
建
設
に
着
工

全
日
制
課
程
農
業
科
を
開
設

「
愛
宕
の
丘
」で
独
立
校
舎
落
成
式
を
挙
行
。
同
時
に
校
章
・
校

歌
の
制
定
な
ら
び
に
校
旗
樹
立
式

新
校
舎
で
授
業
を
開
始

全
日
制
課
程
普
通
科
第
１
回
卒
業
式

定
時
制
課
程
を
廃
止

農
業（
タ
バ
コ
）科
を
設
置

定
時
制
課
程
最
後
の
卒
業
式（
第
５
回
）、
農
業
科
最
初
で
最
後

の
卒
業
式

農
業（
タ
バ
コ
）科
第
１
回
卒
業
式

創
立　

周
年
を
記
念
し
て
図
書
館
を
竣
工

10

農
業（
タ
バ
コ
）科
を
逐
年
１
学
級
減
と
し
、
代
わ
り
に
普
通
科

１
学
級
増
と
す
る
こ
と
を
決
定

農
業（
タ
バ
コ
）科
の
生
徒
募
集
を
停
止

創
立　

周
年
を
記
念
し
て
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
整
備

15

農
業（
タ
バ
コ
）科
最
後（
第
９
回
）の
卒
業
式

沿　革

�
��
�����

�	

���������

��
���
���
���������

01 「愛宕の丘」に待望の独立校舎が完成、校章・校旗・
校歌も制定された(昭和28年11月)／02　愛宕校舎から現
在地（旧藤沢中学校舎）へ移転(46年３月)。同年６月には
創立20周年記念式典と体育館落成式を挙行／03　新校
舎が竣工。第１期は50年５月。第２期は53年２月

モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
と

年
表
で
振
り
返
る
半
世
紀
の
歩
み

　

藤
沢
高
は
昭
和
二
十
三
年
四
月
一
日
、

「
地
元
に
高
校
」を
と
い
う
住
民
の
強
い
願
い

に
よ
っ
て
、
県
立
千
厩
高
等
学
校
定
時
制
藤

沢
分
校
と
し
て
開
設
さ
れ
た
。
そ
の
後
、

「
地
域
の
発
展
に
は
青
少
年
の
高
等
教
育
が

不
可
欠
」と
い
う
町
の
考
え
と
、
青
年
た
ち

の
熱
い
向
学
心
に
よ
っ
て
二
十
五
年
四
月
、

県
立
藤
沢
高
等
学
校
と
し
て
分
離
独
立
し
た

の
で
あ
る
。

　

開
校
間
も
な
い
当
時
は
、
藤
沢
小
学
校
舎

の
一
角
を
借
用
し
て
い
た
時
期
も
あ
っ
た
が

二
十
八
年
、「
愛
宕
の
丘
」に
待
望
の
独
立
校

舎
が
完
成
、
校
章
・
校
旗
・
校
歌
も
制
定
さ

れ
た
。
三
十
年
四
月
に
は
、
県
内
唯
一
の
タ

バ
コ
科
が
設
置
さ
れ
る
な
ど
、
古
く
か
ら
地

域
の
特
性
を
生
か
し
た
独
自
の
教
育
が
展
開

さ
れ
て
き
た
。

������

� � � 	 
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Ⅲ期Ⅳ期Ⅴ期Ⅵ期

　

年
41

　

年
46

　

年
47

　

年
49

　

年
50

　

年
53

　

年
55

　

年
56

　

年
60

　

年
63

平
成
元
年

２
年

６
年

８
年

　

年
10

　

年
11

　

年
12

　

年
13

　

年
15

　

年
17

　

年
18

　

年
19

　

年
20

４
月

８
月

３
月

６
月

９
月

　

月
10

　

月
10４

月
５
月

２
月

　

月
10

　

月
11３

月
７
月

３
月

　

月
11２

月
５
月

９
月

　

月
10３

月
４
月

４
月

　

月
11６

月

　

月
10

　

月
11

　

月
12２

月
８
月

８
月

９
月

５
月

７
月

　

月
10３

月

臨
時
に
普
通
科
１
学
級
増
。
定
員
３
５
０
人

校
舎
を
増
築（
特
別
教
室
４
室
）

愛
宕
校
舎
か
ら
現
在
地（
旧
藤
沢
中
学
校
校
舎
）に
移
転

創
立　

周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
体
育
館
落
成
式
を
挙
行

20

部
室
完
成

新
校
舎
第
１
期
建
設
工
事
に
着
工

文
部
省
指
定
高
等
学
校
生
徒
指
導
研
究
発
表

学
級
数　
（
臨
時
増
３
）、
生
徒
定
員
５
４
０
人

12

新
校
舎
第
１
期
建
設
工
事
が
竣
工

新
校
舎
第
２
期
建
設
工
事
に
着
工

新
校
舎
落
成
記
念
式
典
を
挙
行

創
立　

周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
を
挙
行

30

柔
道
場
が
竣
工

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
３
面
と
庭
園（
而
立
園
）が
完
成

セ
ミ
ナ
ー
ハ
ウ
ス「
遂
志
館
」が
竣
工

体
育
館
床
改
修

文
部
省
指
定
生
徒
指
導
研
究
推
進
校
研
究
発
表

創
立　

周
年

40

部
室
の
新
築
に
着
工

創
立　

周
年
記
念
事
業
で
校
旗
を
新
調
、
祝
賀
会
を
挙
行

40

グ
ラ
ウ
ン
ド
を
整
備
、
体
育
館
を
改
修

学
級
数
６（
各
学
年
２
）と
定
員
２
４
０
人
に
。
新
制
服
を
採
用

を
開
始

新
制
服
の
採
用
完
了（
全
学
年
着
用
）

校
舎
大
規
模
改
修
第
１
期
工
事
に
着
工

校
舎
大
規
模
改
修
第
２
期
工
事
に
着
工

創
立　

周
年
記
念
式
典
な
ら
び
に
祝
賀
会
を
挙
行

50

校
舎
大
規
模
改
修
第
２
期
工
事
竣
工

グ
ラ
ウ
ン
ド
防
風
ネ
ッ
ト
取
り
付
け

グ
ラ
ウ
ン
ド
法
面
災
害
復
旧
工
事

県
教
委
が　

年
度
学
級
数
公
表（　

年
度
募
集
停
止
決
定
）。
千

18

18

厩
高
と
統
合
さ
れ
る
こ
と
に
な
る

第
１
回
千
厩
・
藤
沢
地
区
高
等
学
校（
仮
称
）整
備
検
討
委
員
会

開
催

第
２
回
整
備
検
討
委
員
会
開
催

藤
高
を
讃
え
る
会
委
員
会
発
足

閉
校
記
念
事
業
と
し
て「
須
川
岳
全
校
登
山
」実
施

閉
校
記
念
碑
建
立
・
除
幕
式
挙
行

県
立
藤
沢
高
等
学
校
最
後
の
卒
業
式
な
ら
び
に
閉
校
式
を
挙
行

���������	�
��������	���������������

04　昭和62年と平成３年には全国高等学校総合文化祭
マーチング部門に出場(写真は平成３年８月、高松市で開
かれた高文祭)／05　創立50周年記念式典でよさこい
ソーランを演舞する生徒（12年10月）／06　環境美化活
動「クリーン作戦」で国土交通大臣表彰を受賞(19年８月)

　

四
十
六
年
、
愛
宕
校
舎
か
ら
現
在
地（
旧

藤
沢
中
学
校
舎
）へ
移
転
。
五
十
三
年
に
現

在
の
校
舎
が
落
成
し
た
。
こ
の
よ
う
に
、
時

代
の
推
移
と
と
も
に
幾
多
の
変
遷
を
経
な
が

ら
施
設
設
備
の
充
実
を
図
り
、
着
実
な
発
展

を
遂
げ
、
地
域
教
育
振
興
の
中
心
的
な
役
割

を
担
っ
て
き
た
。

　

開
校
か
ら
五
十
七
年
、
こ
の
間
五
千
四
百

九
十
五
人
も
の
人
材
を
地
域
社
会
に
輩
出
、

卒
業
生
は
県
内
外
の
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
で
活

躍
し
て
い
る
。

　

部
活
動
で
は
、
吹
奏
楽
部
が
五
十
二
年
、

全
日
本
吹
奏
楽
コ
ン
ク
ー
ル
岩
手
県
大
会
Ｂ

ク
ラ
ス
で
金
賞
、
六
十
一
年
に
は
最
高
峰
の

Ａ
ク
ラ
ス
で
金
賞
を
受
賞
。
六
十
二
年
と
平

成
三
年
に
は
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭

マ
ー
チ
ン
グ
部
門
に
出
場
す
る
な
ど
、
そ
の

名
を
県
内
外
に
と
ど
ろ
か
せ
た
。

　

ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
部
は
五
十
六
年
、
岩
手
県

高
校
選
抜
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
準
優
勝
、

県
南
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
で
は
五
十
六
、
五

十
七
年
と
連
覇
し
た
。
そ
の
ほ
か
卓
球
部
、

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
部
、
陸
上
競
技
部
、
軟
式
テ

ニ
ス
部
も
県
大
会
で
た
び
た
び
上
位
に
入
賞
、

東
北
大
会
に
出
場
し
た
選
手
も
多
い
。

　

生
徒
数
が
減
少
し
、
思
う
よ
う
に
部
活
動

が
で
き
な
く
な
っ
た
近
年
は
、
よ
さ
こ
い

ソ
ー
ラ
ン
を
は
じ
め
国
際
交
流
活
動
や
各
種

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
少
数
で
も
取
り

組
め
る
活
動
に
力
を
入
れ
て
き
た
。
中
で
も

全
国
高
校
生
料
理
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
個
性

あ
ふ
れ
る
作
品
で
十
六
年
か
ら
三
年
連
続
の

全
国
入
賞
を
果
た
し
、
平
成
二
年
か
ら
取
り

組
ん
で
い
る
環
境
整
備
活
動「
ク
リ
ー
ン
作

戦
」は
、
十
九
年
度
国
道
交
通
大
臣
表
彰
を

受
け
る
な
ど
、「
少
数
で
も
良
質
」な
藤
高
を

全
国
に
発
信
し
て
き
た
。

��
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� � � � ��



����������●�������

　

藤
高
を
讃
え
る
会（
小
野
寺
君

雄
会
長
）が
主
催
す
る「
思
い
出
を

語
る
会
」は
、
閉
校
記
念
式
典
終

了
後
の
午
後
三
時
半
か
ら
、「
ま

る
ふ
く
プ
ラ
ザ
」で
行
わ
れ
た
。

　
「
思
い
出
を
語
る
会
」に
は
同
窓

生
、
教
職
員（
元
・
前
・
現
）、
町

や
教
育
関
係
者
な
ど
お
よ
そ
二
百

人
が
出
席
。
藤
高
五
十
七
年
の
歴

史
と
伝
統
を
振
り
返
り
な
が
ら
、

そ
れ
ぞ
れ
当
時
の
思
い
出
話
に
花

を
咲
か
せ
た
。

　

藤
高
を
讃
え
る
会
の
小
野
寺
君

雄
会
長
と
大
鹿
糠
文
行
校
長
の
あ

い
さ
つ
に
続
き
、
元
校
長（
平
成

思
い
出
を
語
る

思
い
出
を
語
り
合
い
、

幸
せ
な
気
持
で
歴
史
を
閉
じ
た
い
。

閉
校
記
念
式
典
に
続
い
て

藤
高
を
讃
え
る
会
が
主
催
し
た

�
思
い
出
を
語
る
会�
。

地
元
は
も
と
よ
り
、
県
内
外
か
ら

大
勢
の
同
窓
生
が
駆
け
つ
け
た
。

十
三
年
四
月�
十
五
年
三
月
）の

小
野
寺 
誠  
四  
郎 
さ
ん
＝
一
関
市
＝

せ
い 

し 

ろ
う

と
同
窓
会
盛
岡
支
部
長
の
千
田 
信 のぶ

 
之 
さ
ん（
昭
和
三
十
四
年
度
卒
）が
、

ゆ
き

　わたしが校長を務めたのは、藤高が最初で

最後です。

　赴任当時、藤高には二つの宝物がありまし

た。一つは「よさこいソーラン」、もう一つは

校報「ふじだな」です。よさこいソーランは３

年生の取り組みとして始まりましたが、これ

を全校の取り組みに発展させ、野焼祭にも参

加しました。地元はもちろんよその人からも

褒められる取り組みに成長しました。

　手作りで発行していた「ふじだな」は、保護

者はもちろん地域の皆さんにも見ていただき、

藤高への理解を深めてほしいと思いました。

そこで毎月、自ら地域に配達に出かけ、たく

さんの人たちと知り合うことができました。

同窓生や元・前教職員にも送りました。

　最近の藤高は、以前にも増して輝いていま

す。わたしが校長だったころよりも生き生き

していて、嫉妬するほどでした。そんな素晴

らしい学校が閉校することは本当に残念でな

りません。

同窓生、教職員、町や教育関係者などお
よそ200人が出席した思い出を語る会。
盛岡や関東からも駆けつけた。

�よさこい�と�ふじだな�は藤高の宝 小
野
寺
誠
四
郎

第　

代
校
長（
平
成　

年
〜　

年
月
）

18

13

15

さん

�
�
�
�
�
�
�
�
�
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　親子で藤高を卒業しました。閉校式で校旗が返納された

時は、寂しくて涙が止まりませんでした。高校時代は一番

楽しい青春時代でもあります。学校から見える美しい山々。

� � � � � � � � � � �

須川岳も見えました。陸上競技に

励んだ部活動。楽しかった思い出

が次々とよみがえりました。藤高

は素晴らしい学校です。最後の卒

業生には、「わたしは藤沢高校出

身です」と自信をもって社会に出

てほしいですね。

� � � � � � � �

　父と２代にわたって、藤高の学校歯科医を努めました。

閉校はとても残念です。閉校式と思い出を語る会に参加し

て、昔のことが懐かしく思いました。「若いころは父と２

人で検診したな」「恥ずかしがって

口を開けない生徒がいたな」「制服

や髪型も変わったな」など、いろ

いろなことを思い出しました。叔

父も教員として藤高にお世話にな

りました。地元の高校がなくなる

のは、本当に寂しいです。

理容師　藤沢字町裏　昭和48年度卒及川美重子さん
親子二代で藤高を卒業した

歯科医師　藤沢字町裏千葉　康さん
学校医として生徒の健康を守った

　閉校式で校旗が返納された時は、さすがに込み上げるも

のがありました。今は「本当に終わってしまったんだな」と

いう気持ちです。歴史は語り継がれるものですが、学校は

� � � � � � � � � � � �

心のよりどころでもあり、自分た

ちが活躍した場所がなくなること

は寂しいものです。藤高がなく

なっても、ここで過ごした時間は

決して消えません。卒業生には誇

りを持って頑張ってほしいと思い

ます。

� � � � � � � �

　埼玉県にある東邦音大でピアノを学んでいます。古里を

離れて４年目になりますが、同窓生として卒業式と閉校式

で校歌を伴奏することができて光栄です。校歌を伴奏しな

がら、次第に感情が込み上げてき

ました。そして校旗が返納された

時は、「ああ、これで藤高はなく

なってしまうんだ」と思い、悲し

さと寂しさで胸がいっぱいになり

ました。母校がなくなることは本

当に寂しいです。

会社員　大籠字中在　昭和48年度卒金野　隆さん
藤高最後のPTA会長を務めた

大学４年　保呂羽出身　平成15年度卒千葉侑衣さん
卒業式と閉校式で校歌をピアノ伴奏した

　第２代山内源陸校長先生が赴任した草創期

の昭和32年に入学しました。

　２年生の時には、翌年の創立10周年を前に

「来年は10周年だから、各種大会で活躍でき

るよう頑張ってほしい」と先生から発破を掛

けられ、多くの生徒が運動部と文化部を掛け

持ちで頑張ったことを覚えています。

　その年は、硬式野球部が誕生したり、陸上

部が日報駅伝(盛岡・一関間)で15位に入る活

躍を見せたりと大いに盛り上がりました。演

劇部に所属していたわたしは、劇作家岡本綺

堂の「修善寺物語」を上演し、源頼朝の役を任

されたことが思い出深いです。

　こうして34年、わたしたちは、最高学年と

してさまざまな分野で成果を上げ、飛躍の10

周年を飾ることができました。

　草創期の３年間、創立10周年の節目を、仲

間と共に無我夢中で頑張り、「ここに藤高あ

り」の歴史を後輩に継承できたことは、わた

したちの誇りです。

千

田

信

之

同
窓
会
盛
岡
支
部
長（
昭
和　

年
度
卒
）

34

さん
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創立10周年の節目を輝く年にした������

そ
れ
ぞ
れ
思
い
出
を
語
っ
た
。

　

第
十
八
代
校
長
を
務
め
た
小
野

寺
さ
ん
は「
藤
高
の
二
つ
の
宝
物

で
あ
る�
よ
さ
こ
い
ソ
ー
ラ
ン

�

と
校
報�
ふ
じ
だ
な

�

が
思
い
出

深
い
」と
語
り
、
同
窓
会
盛
岡
支

部
長
の
千
田
さ
ん
は「
創
立
十
周

年
の
記
念
す
べ
き
年
を
、
飛
躍
の

年
に
す
る
よ
う
、
部
活
動
を
掛
け

持
ち
で
頑
張
り
ま
し
た
」と
振
り

返
っ
た
。

　

来
賓
の
金
野 
隆 
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長
は

た
か
し

「
卒
業
生
は
、
先
生
方
や
同
窓
会

の
皆
さ
ん
の
お
か
げ
で
、
最
後
ま

で
不
自
由
な
く
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
」と
感
謝
し
、「
寂
し
さ

募
る
閉
校
の
中
で
、
元
々
中
学
校

だ
っ
た
こ
の
校
舎
を
再
び
藤
中
に

返
す
こ
と
が
で
き
る
こ
と
は
唯
一

の
喜
び
で
す
」と
述
べ
た
。

　

思
い
出
を
語
る
会
に
は
、
関
東

支
部
か
ら
も
大
勢
駆
け
つ
け
た
。

乾
杯
後
の
懇
談
で
は
、
懐
か
し
い

仲
間
と
の
再
会
や
思
い
出
話
で
盛

り
上
が
り
、
あ
ち
こ
ち
で
記
念
撮

影
を
す
る
姿
も
見
ら
れ
た
。

　

讃
え
る
会
の
小
野
寺
会
長
は

「
閉
校
記
念
式
典
だ
け
で
は
、
寂

し
い
気
持
で
終
わ
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
み
ん
な
で
集
ま
っ
て
当
時
を

振
り
返
り
、
思
い
出
に
花
を
咲
か

せ
る
こ
と
で
、
幸
せ
な
気
持
ち
で

歴
史
を
閉
じ
た
か
っ
た
。
本
当
に

や
っ
て
よ
か
っ
た
で
す
」と
笑
顔

を
見
せ
た
。
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　わたしたちが１年の夏に閉校が決ま
りました。後輩のいない学校生活は経
験したことがなく、驚きと寂しさを感
じたことを今でも覚えています。
　先輩が卒業していくたびに生徒は減
る一方で、部活動も思うように活動で
きなくなりました。そして、部員不足
から部活動を続けられない部が相次ぎ、
とても寂しい気持になりました。
　でも、少人数でも先輩たちが築いた
伝統を守り、最後まで輝きたいという
気持がありました。何をするにも一人
当たりの仕事量は増えますが、逆に協
力しあう気持が芽生えました。一人一
人とのつきあいは親密になり、以前に
も増して仲間意識や協調性が深まりま
した。先生方とのきずなも深まり、学
校全体の団結力は高まったと思います。
　藤高祭をはじめ生徒会活動や学校行
事では、準備から運営まで先生方が
いっしょに汗を流してくれました。大
きな行事にはＰＴＡ、同窓会や地域の
皆さんがいつも参加してくれました。
学校という場で、地域の皆さんといっ
しょに作業できたことは、とても良い
ことだと思いました。
　藤高祭では、ＰＴＡの皆さんが全員
参加して、もちつきやたこ焼きなど、
裏方で頑張ってくれました。同窓会の
皆さんもあらゆる面で支援してくれま
した。
　昨年から取り組んだアルミ缶回収は、
「ふじだな」を通じて地域の人たちにも
呼びかけたところ、たくさんアルミ缶
が学校に届きました。その益金に生徒
会の余剰金をプラスして４台の車いす

を購入し、光栄荘と老健ふじさわに寄
贈することができました。
　わたしたちは３月１日、藤高最後の
卒業生として、この学びやから巣立ち
ました。自分たちが過ごした３年間は、
５7年の歴史と伝統を受け継いできた
３年間でもあります。藤高57年間の
歴史は３月で閉じますが、これまで五
千人を超える先輩たちが築き上げてき
た藤高の精神と伝統は、ここに移転す
る藤中に校舎と一緒に受け継いでほし
いと思っています。
　藤高といえば、「よさこいソーラン」
「活発なボランティア活動」「国際交流
活動」など、小さくても誇れるものが
たくさんあります。わたしたちは少人
数でも、できる範囲のことはすべてや
りきったという達成感を感じており、
「こういうのが藤高なんだ、伝統なん
だ」と今になってひしひしと感じてい
ます。
　最後の卒業生28人は４月から、それ
ぞれの未来に向かって、別々の道を歩
みます。わたしは宮城県内の専門学校
に進学します。選択授業で簿記と出合
い、その楽しさを知りました。自分に
合っているとも思っています。在学中
に資格も取りました。将来は、事務の
仕事に就きたいと思っています。
　今、わたしは、藤高に入学し、卒業
できたことを心から誇りに思っていま
す。おそらく卒業生みんなが同じ気持
ちではないかと思います。これまで支
えてくれたすべての皆さんに心から感
謝します。本当にありがとうございま
した。

�������
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藤
高
最
後
の
卒
業
生
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
い
ま
す
。

支
え
て
く
れ
た
多
く
の
人
た
ち
に
心
か
ら
感
謝
し
ま
す
。

生徒会長の思い
菊地歩生徒会長
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　 してきた地道な活動は、さまざまな分
野で成果を上げました。中でも平成２
年から始まった環境美化活動「クリー
ン作戦」は昨夏、国土交通大臣賞を受
賞する快挙をなし遂げました。歴代の
先輩たちが築いてきた伝統を最後の卒
業生28人がしっかり受け継ぎ表彰さ
れたことは、学校だけでなく、地域全
体の喜びでもあり、本当によかったと
思っています。
　卒業式では28人の名前を呼び、「お
めでとう」と声を掛けましたが、一人
一人の顔を見てジーンときました。少
数だからこそ生徒との距離は近く、家
族のようにつきあってきました。毎日
の学校生活はもちろん、進学や就職の
面談まで担任といっしょにやりました。
長い教員生活の中で、決して忘れるこ
との出来ない生徒、そして学校です。
　卒業に当たり、生徒たちに三つの言
葉を贈りました。一つは「困難に打ち
勝つ強い気持を持つこと」、二つ目は
「何事にも誠実に向き合うこと」、そし
て三つ目は「思いやりの心を持つこと」
です。小さな学校、後輩のいない学校
で、大規模校にも負けない素晴らしい
活躍をしてきた経験は、社会で必ず役
に立つと信じています。
　最後に、藤高の先生たちは６年から
８年も勤務している人がほとんどです。
「閉校まで生徒と一緒に過ごしたい」と
自ら希望したものです。そういう教職
員と３年間を過ごせたことも、「藤高
に入学してよかった」と思える一つの
理由ではなかったかと思います。先生
方にも心から感謝しています。

　昨春、閉校を知った上で赴任し、「生
徒と教職員が心を通わせられる学校、
生徒一人一人を大切にする学校」を目
指し、小規模校ならではの、きめ細か
い指導をしてきました。
　生徒が「藤高に入学してよかった」と、
保護者の皆さんが「藤高に入れてよ
かった」と、そしてわたしたちが「藤高
に勤務してよかった」と思える年にし
ようと、職員会議で話したことを覚え
ています。
　先日出来上がった生徒会誌の後半に、
生徒の言葉が載っていますが、ほとん
どの生徒が「藤高に入ってよかった」と
書いています。
　閉校が決まったのは、卒業生が１年
の夏でした。28人は後輩のいない３
年間を過ごし、自分たちが受け継いだ
伝統を次に伝えることができない寂し
さと葛藤しながらの学校生活を送って
きました。つらかったと思います。そ
れでも、藤高の伝統を受け継いだ以上
は有終の美を飾ろうと、知恵と力を結
集し、クラスマッチ、全校須川岳登山、
そして藤高祭など、あらゆる行事を成
功させてきました。
　28人でできないことは、ＰＴＡ、同
窓会、地域の皆さんに支援、協力をい
ただき、藤高祭には前年並みの250人
の参加がありました。あらためて藤高
は地域に育てられ、支えられながら成
長発展してきたのだと実感しました。
同時に、藤高が閉校したら藤沢の人た
ちは、きっと寂しい気持になるのだろ
うなと常に思っていました。
　地域とかかわりながら一歩一歩前進

小
規
模
校
、
後
輩
不
在
、
困
難
を
乗
り
越
え
た
経
験
は
、

こ
れ
か
ら
の
人
生
、
必
ず
役
に
立
つ
と
信
じ
て
い
ま
す
。
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学校長の願い
大鹿糠文行校長
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輝かしい歴史と伝統
後世へと語り継ぎたい

世紀にわたって、地域教育の
中核を担ってきた藤高がなく
なることは本当に残念です。

少子化が進む中、人に寿命があるよう
に、学校にも終わりがあることは、仕
方ないことなのかもしれません。
　5,500人もの卒業生を世に送り出し
た藤高。同窓生たちは全国各地で活躍
しています。学校はなくなっても、一
人一人の心の中には藤高の精神、歴史、
伝統、思い出が、きっといつまでも生
き続けることでしょう。
　閉校は、計画より一年前倒しで進め
られました。同窓生からは、「なぜ前倒
しするのか？」という声もありました
が、入学生が激減する中、満足できる
高校教育を実践するには限界でした。
　学校は集団生活の場です。主役は生
徒です。適正規模に満たなければ、あ
らゆる活動に支障が生じます。さらに
生徒の減少は生徒会、部、ＰＴＡなど
すべての学校活動の予算減につながり
ます。つまり一人当たりの負担を大幅
に増やさなければ、継続して活動でき
なくなってしまうのです。
　同窓会は、積み立て基金を学校の活
性化に役立ててほしいと寄付したこと
もありましたが、閉校という判断は間
違っていなかったと思っています。

高は県立校ですが、佐藤 守 前
まもる

町長の時代から、町長が教育
振興会長を務め、町を挙げて

学校を支援してくれました。「県立で
も町立」という佐藤町長の考えは、
すっかり地域に定着。そんな住民意識
が生徒や教職員にとって、どれだけ励
みになったかわかりません。
　閉校式典に出席された箱崎安弘県教
育委員長は「藤沢はすごいですね。町
長さんはじめ町民の皆さんが心から藤
沢高校を大切に思い、支えてくださっ
ている。本当になくすことが惜しい学
校」と話していました。
　わたしは昭和38年卒業ですが、当時
は、藤高がなければ、高校進学をあき
らめた人がたくさんいたはずです。そ
のころ車を持っていた家はほとんどな
く、親が通学の送迎をするなんて考え
られませんでした。地元に高校があれ
ばこそ進学できたのです。わが家から
は兄弟４人、子ども２人が藤高で学び
ましたが、これが一関、千厩、花泉、
津谷などの高校に行くとなれば、お金
が続きません。地元に高校がなければ、
わたしをはじめ多くの同窓生が高校進
学をあきらめたことでしょう。
　そのことを一番強く感じているのは、
戦後間もない混乱期に高校生活を送っ

た草創期の皆さんではないでしょうか。
「地元に高校を」と、津谷川や大籠の県
境まで片道十数㌔の道のりを歩いて署
名を集めたそうです。藤高をつくるこ
とは、多くの人の夢だったんですね。

高には藤中が移転し、校舎や
グラウンドが引き継がれます。
役場通りは、高校生に代わっ

て中学生の通学路となり、これまでど
おりにぎわいます。商店街も潤います。
校舎と共に地域に支えられ成長、発展
してきた藤高の精神を、藤中が受け継
いでほしいと願っています。
　最後に、記念碑に揮ごうした「遂志」
という言葉は、郷土の俳人高橋東皐先
生の「志をとげんかな」に由来していま
す。これは教育目標の一つでもあり、
セミナーハウス「遂志館」をはじめいろ
いろな分野で使わせていただきました。
　閉校に当たって今思うことは、学校
としても立派に役割を果たし、そこで
学んだ同窓生一人一人も志を遂げたの
ではないかということです。昨夏、受
賞した国土交通大臣表彰がまさにその
象徴です。寂しさが込み上げる一方で、
半世紀にわたる努力と継続の上に築き
上げた輝かしい歴史と伝統を、後世ま
で語り伝えていくことが、今に生きる
わたしたちの使命だと感じています。

おのでら・きみお
昭和19年藤沢町生まれ。35年４月藤沢高入学。38年３
月卒。普通科第10回卒業生。卒業後は、大籠農業協同組
合(＝現ＪＡいわい東)に就職。平成12年に退職。17年４
月から第36区行政区長。19年４月から藤沢町行政区長
協議会長。保呂羽字口舟在住、63歳

半

小野寺君雄会長

藤

藤

藤高を讃える会・藤沢高校同窓会
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遂
志�
。こ
れ
か
ら
も
、こ
の
場
所
で
。

　

藤
沢
高
校
舎
前
の
庭
園「
而
立
園
」に

凛
と
立
つ「
遂
志
の
碑
」�

　

閉
校
に
当
た
り
同
窓
会
や
Ｐ
Ｔ
Ａ
で

組
織
す
る「
藤
高
を
讃
え
る
会
」（
小
野

寺
君
雄
会
長
）が
昨
年
十
月
、
建
立
し

た
も
の
だ
。
碑
の
名
は
、
郷
土
の
俳
人

高
橋 
東  
皐 
の
書「
遂
志
」に
由
来
す
る
。

と
う 
こ
う

こ
こ
で
学
ぶ
生
徒
一
人
一
人
が
そ
れ
ぞ

れ
の「
志
を
遂
げ
る
」た
め
に
努
力
を
重

ね
た
場
、
研
鑽
を
積
ん
だ
場
で
あ
る
こ

と
を
意
味
す
る
。

　

昭
和
二
十
五
年
、
地
域
の
熱
望
で
誕

生
し
た
藤
沢
高
校
。
県
立
校
だ
が
町
立

校
同
様
に
多
く
の
町
民
に
愛
さ
れ
、
支

え
ら
れ
、
輝
か
し
い
歴
史
と
伝
統
を
築

い
て
き
た
。
こ
こ
で
学
び
、
こ
こ
か
ら

巣
立
っ
た
同
窓
生
は
、
全
国
各
地
で
活

躍
し
て
お
り
、
同
校
が
地
域
の
高
等
教

育
に
果
た
し
て
き
た
役
割
は
、
言
う
ま

で
も
な
く
大
き
い
。

　
「
地
元
に
藤
高
が
な
け
れ
ば
、
高
校

進
学
を
あ
き
ら
め
て
い
た
か
も
し
れ
な

い
」と
振
り
返
っ
た
小
野
寺
君
雄
会
長
。

一
〇
〇
パ
ー
セ
ン
ト
近
い
人
が
高
校
進

学
を
す
る
今
、
あ
ら
た
め
て
そ
の
言
葉

が
持
つ
意
味
の
大
き
さ
を
感
じ
た
。

　

特
集
を
編
集
す
る
に
当
た
り
、
多
く

の
関
係
者
か
ら
話
を
聞
い
た
。

　

学
校
は「
父
母
や
同
窓
会
が
支
え
て

く
れ
た
か
ら
」と
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
は「
学
校
や

同
窓
会
の
お
か
げ
」と
、
そ
し
て
同
窓

会
は「
生
徒
や
教
職
員
が
頑
張
っ
て
い

る
か
ら
」と
、
互
い
を
ね
ぎ
ら
う
言
葉

ば
か
り
が
聞
こ
え
て
き
た
。

　

全
国
的
に「
学
校
が
悪
い
」「
親
が
悪

い
」と
責
任
転
嫁
の
言
葉
が
飛
び
交
う

教
育
現
場
が
増
え
て
い
る
時
代
、
信
じ

合
い
、
認
め
合
い
、
支
え
合
っ
て
生
徒

を
育
て
て
き
た
藤
沢
高
に
、
教
育
の
原

点
を
見
た
思
い
だ
っ
た
。
し
か
も
、
県

立
高
校
で
あ
る
。

　

平
成
二
十
年
三
月
一
日�

　

同
校
は
五
千
四
百
九
十
五
人
目
の
卒

業
生
を
社
会
に
送
り
出
し
、
五
十
七
年

の
歴
史
を
閉
じ
た
。
閉
校
記
念
式
典
で
、

箱
崎
安
弘
県
教
育
委
員
長
に
校
旗
を
返

納
し
た
大
鹿
糠
文
行
校
長
。
生
徒
、
教

職
員
、
父
母
、
同
窓
生
ら
大
勢
の
関
係

者
が
見
守
る
中
、
生
徒
代
表
が
竿
か
ら

外
し
た
フ
ジ
色
の
旗
を
、
涙
で
声
を
詰

ま
ら
せ
な
が
ら
箱
崎
委
員
長
に
手
渡
し

た
。
歴
史
が
閉
じ
た
瞬
間
、
会
場
の
あ

ち
こ
ち
か
ら
す
す
り
泣
く
声
が
聞
こ
え

て
き
た
。

　

取
材
を
通
し
て
、
教
育
と
は
何
か
。

人
を
育
て
る
こ
と
は
何
か
を
考
え
さ
せ

ら
れ
た
。
た
ど
り
着
い
た
答
え
は
、
知

識
で
も
な
け
れ
ば
技
術
で
も
な
い
。
教

職
員
が
、
父
母
が
、
同
窓
会
が
、
生
徒

と
、
学
校
と
、
地
域
と
正
面
か
ら
向
き

合
う
愛
と
情
熱
だ
っ
た
。

　
「
わ
た
し
が
藤
高
に
勤
め
た
の
は
一

年
だ
け
で
し
た
が
、
う
ち
に
は
、
六
か

ら
八
年
も
勤
め
た
先
生
が
た
く
さ
ん
い

ま
す
」

　

誇
ら
し
げ
に
語
っ
た
大
鹿
糠
校
長
。

「
閉
校
ま
で
生
徒
と
一
緒
に
い
た
い
」と
、

異
動
を
希
望
し
な
い
先
生
が
ほ
と
ん
ど

だ
っ
た
と
い
う
。
若
い
先
生
の
中
に
は
、

二
十
代
の
ほ
と
ん
ど
を
藤
沢
で
過
ご
し

た
人
も
少
な
く
な
い
。

　

歴
史
は
閉
じ
た
。
し
か
し
、
終
わ
り

で
は
な
い�

　

校
舎
や
グ
ラ
ウ
ン
ド
な
ど
藤
高
の
施

設
は
後
輩
た
ち
に
引
き
継
が
れ
る
。
父

が
、
母
が
、
兄
が
、
姉
が
通
っ
た
高
校

は
今
年
の
夏
、
中
学
生
の
学
び
や
と
し

て
生
ま
れ
変
わ
る
。

　

新
し
い
歴
史
の
始
ま
り
を
、
み
ん
な

で
応
援
し
て
い
き
た
い
。
こ
こ
で
学
ぶ

生
徒
一
人
一
人
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の「
志

を
遂
げ
る
場
」と
な
る
こ
と
を
心
か
ら

願
っ
て
。

特
集　

遂
志　

完
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藤高を讃える会が建立した「遂志の
碑」には、「嘗て藤沢高等学校がこの
地にあり、多くの青年が志を遂げよ
うと学んだ」と記されている。小野
寺会長が揮ごうした。除幕式は同校
文化祭「藤高祭」とあわせて昨年10
月28日に行われた。
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歳
す
べ
て
の
人
が
対
象

40

74

メ
タ
ボ
の
予
防
と
改
善
が
目
的

　

四
十�
七
十
四
歳
の
人
を
対

象
に
し
た「
特
定
健
診
」と「
特

定
保
健
指
導
」が
今
年
四
月
か

ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
年
々
増
加
す

る
医
療
費
を
抑
え
る
た
め
、
医

療
費
全
体
の
約
三
割
を
占
め
る

生
活
習
慣
病
の
要
因
に
も
な
っ

て
い
る「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
」（
内
臓
脂
肪
症
候

群
）を
予
防
、
改
善
し
よ
う
と

す
る
も
の
で
す
。

加
入
し
て
い
る
保
険
の

医
療
保
険
者
が
実
施
し
ま
す

　

特
定
健
診
や
特
定
保
健
指
導

は
四
十�
七
十
四
歳
の
す
べ
て

の
人
が
対
象
で
、
皆
さ
ん
が
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
実

施
し
ま
す
。

　

医
療
保
険
者
と
は
▽
市
町
村

国
民
健
康
保
険
▽
国
民
健
康
保

険
組
合
▽
健
康
保
険
組
合
▽
政

府
管
掌
保
険
組
合
▽
共
済
組
合

�
な
ど
で
、
保
険
証
を
見
れ
ば

医
療
保
険
者
を
確
認
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

町
の
国
民
健
康
保
険（
国
保
）

に
加
入
し
て
い
る
人
は
、
町
が

実
施
す
る
健
診
・
保
健
指
導
を

受
診
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

会
社
な
ど
に
勤
め
て
い
る
人

は
、
加
入
し
て
い
る
医
療
保
険

者
が
行
う
健
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、
家
族
も
扶
養
者
が
加

入
し
て
い
る
医
療
保
険
者
が
実

施
す
る
健
診
・
保
健
指
導
の
対

象
に
な
り
ま
す
。
国
保
以
外
の

健
康
保
険
に
加
入
し
て
い
る
人

や
そ
の
家
族
は
、
勤
務
先
が
加

入
す
る
医
療
保
険
者
に
実
施
の

日
程
や
受
診
の
方
法
な
ど
詳
し

い
内
容
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

　

七
十
五
歳
以
上
の
人
は
、

「
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
」と
い

健診が
変わる

●職場の事業所健診

●健康保険の一般・成人健診
や生活習慣予防検診

●市町村の基本健康診査

これまでの健診

健診はこのように
変わります

特定健診・特定保健指導

●医療保険者が加入している
被保険者・被扶養者(家族)に実
施
[医療保険者]

●国民健康保険●組合健保●
政府管掌健康保険●共済組合

メタボに着目した
特定健診と特定保健指導

今年４月から健診が変わります。

「特定健診」と「特定保健指導」は

メタボ予防に向けた新たな制度。

そのあらましを紹介します
町民課

国民健康保険係
�63-2111内線256

保健センター
�63-5304

� �� ���� ��� 	 �� ���



����������●�������

●健診はメタボリックシンドローム該当者および予備
群の抽出が目的
●保健指導はリスク別に必要度に応じて実施

リスクに合わせて保健指導

自分の状態に合った指導を受けられる。健診データは医療保
険者が保管し、レセプトと合わせた分析なども行うので、継
続的・効果的な健康管理を受けられる。

���
健診には「国保保険証」と
「受診券」が必要です 

う
新
し
い
制
度
で
医
療
を
受
け

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
特
定
健

診
は
努
力
義
務
と
さ
れ
て
お
り
、

　今年４月から、75歳以上(一定の

障害がある人は65歳以上)の人は全

員、「後期高齢者医療制度」という新

しい制度で医療を受けることになり

ます｡

　後期高齢者医療制度は、75歳以上

の人の心身の特性や生活の実態など

を踏まえ、新しく創設された医療制

度で、これまでの老人保健制度とは

異なりますので十分に注意してくだ

さい｡

後期高齢者医療制度の
ポイント
●対象は？　

①75歳以上の人

②65～74歳で一定の障害があり、認

定を受けた人

●保険証は？

　新しい保険証が一人に１枚発行さ

れます｡３月中旬に配布を予定して

います。

●給付は？

　現行の老人保健制度で受けていた

給付とほぼ同じです｡

●保険料は？

　健保組合の被扶養者だった人も含

め、対象者(被保険者)全員が納めま

す｡納付方法は、原則年金から天引

きされます｡

●医療費の窓口負担は？

　病院など医療機関の窓口で支払う

自己負担の割合は、現行の老人保健

制度と同じです｡一般の人は１割、

現役並みの所得者は３割負担です。

●運営主体は？

　都道府県の区域ごとにすべての市

町村が加入する「後期高齢者医療広

域連合」が運営します｡ただし、保険

料の徴収や窓口業務は市町村が行い

ます｡
[問い合わせ]

後期高齢者医療制度に関する
詳しい問い合わせは役場町民課まで

役場町民課国民健康保険係
�63-2111内線255

後期高齢者医療制度

高齢者の医療制度が
変わります

健診会場実施主体回数加入保険対象年齢

町民体育館
地区健康センター
町民病院

藤沢町

年1回

藤沢町国民健康
保険

40～74歳

加入保険者や勤務
先から確認

各医療保険者
政管健保、船員
保険組合健保、
共済組合など

町民体育館
地区健康センター

藤沢町(県後期高
齢者医療広域連
合から受託)

岩手県後期高齢
者医療保険

75歳以上

生
活
習
慣
病
等
で
受
診
し
て
い

る
人
は
対
象
か
ら
除
か
れ
ま
す
。

岩
手
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域

連
合
か
ら
委
託
を
受
け
た
健
康

診
査
と
し
て
町
が
実
施
し
ま
す
。

健
診
の
実
施
主
体
は

市
町
村
か
ら
医
療
保
険
者
へ

　

特
定
健
診
は
医
療
保
険
者
が

実
施
の
義
務
を
負
う
こ
と
に
な

り
ま
す
。
対
象
者
は
、
加
入
し

て
い
る
医
療
保
険
者
が
指
定
す

る
健
診
機
関
で
受
診
す
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。

　

今
ま
で
基
本
健
康
診
査
を
受

け
て
い
た
人
は
、
今
後
、
医
療

保
険
者
か
ら
の
通
知
や
広
報
等

に
従
っ
て
健
診
を
受
け
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
注
意
し
て
く

だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、
役
場
町
民
課
ま

で
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

持ち物

町の特定健診を受ける場合は、
年齢などで必要な持ち物が違い
ます。受診の際は確認の上、忘
れず持参してください。
�40～74歳＝国保の保険証、特
定健診受診券
�75歳以上＝後期高齢者保険
証、健康診査受診票
�生活機能評価が必要な人＝生
活機能評価受診券

健診の通知書や受診券は�国保
に加入している40～74歳の人
には町から届きます。�75歳
以上の後期高齢者医療保険の人
には、岩手県後期高齢者医療広
域連合から委託を受け、町から
通知書が届きます。�政管健保
や共済組合などの社保に加入し
ている人には、それぞれの医療
保険者から届きます｡

通　知
各医療保険者から健診の
通知が届きます

がん検診や特定健診以外の各種
「検診」と「健診」は、従来どおり
町が実施します。65歳以上で
生活機能評価が必要な人も従来
どおり引き続き検査を受けるこ
とができます。生活機能評価受
診券は町が発行します。

受　診
がん検診や生活機能評価
などの受診は従来どおり

[糖尿病]
運度習慣と食事制限で血糖
をコントロールする

●健診は病気の早期発見・早期
治療が目的
●保健指導は病気ごとに実施

[脂質異常症]
1日1万歩を歩く。間食や
揚げ物の注意を促す

[高血圧]
食塩の摂取は1日10㌘ 未満
に制限する

従来の健診と保健指導

特定健診と特定保健指導ここが変わる

４ 月 か ら 健 診 が 変 わ る

メタボ該当者

積極的支援

メタボ予備群

動機づけ支援 情報提供

非該当者

健診はメタボリックシンドローム該当者
および予備群等を階層化
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�やさしいまち�をテーマに
地域づくりフォーラム

　

町
自
治
会
協
議
会（
小
野
寺 
恒  
雄 

つ
ね 

お

会
長
）の「
十
九
年
度
地
域
づ
く
り

フ
ォ
ー
ラ
ム
」は
二
月
九
日
、
縄
文

ホ
ー
ル
で
開
か
れ
、
各
種
表
彰
、
女

性
団
体
の
活
動
報
告
、
高
見
尚
武
氏

の
講
演
な
ど
を
通
し
て
協
働
の
ま
ち

づ
く
り
の
一
層
の
推
進
を
誓
い
ま
し

た
。

　
「
豊
か
な
自
然　

こ
こ
ろ
安
ら
ぐ

　

や
さ
し
い
ま
ち
藤
沢
の
実
現
に
向

け
て
」を
テ
ー
マ
に
開
か
れ
た

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
は
、
自
治
会
、
被
表

彰
者
、
関
係
機
関
・
団
体
の
代
表
者

な
ど
約
三
百
五
十
人
が
参
加
。
第
一

部
で
は
▽
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
花
壇
▽
交

通
安
全
▽
防
犯
▽
生
徒
指
導
連
絡
協

議
会�
の
四
部
門
で
表
彰
が
行
わ
れ
、

三
十
六
団
体
、
六
十
一
人
に
賞
状
や

記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

女
性
団
体
の
活
動
報
告
で
は
、
町

女
性
組
織
連
絡
会
議
の
千
葉
と
き
子

会
長
と
町
自
治
会
女
性
部
協
議
会
の

須
藤 
千  
代  
子 
会
長
が
、
そ
れ
ぞ
れ
本

ち 

よ 

こ

年
度
の
取
り
組
み
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

あ
い
さ
つ
に
立
っ
た
小
野
寺
会
長

は「
少
子
高
齢
化
が
進
み
、
限
界
集

自治会花壇優秀賞の表彰を受ける千松自治会

落
が
顕
在
化
し
て
い
る
中
、
自
治
会

が
果
た
す
役
割
を
み
ん
な
で
確
認
し

あ
い
、
行
政
と
共
に
誇
り
あ
る
古
里

を
つ
く
っ
て
い
き
ま
し
ょ
う
」と
述

べ
ま
し
た
。

　

来
賓
の
畠
山 
博 
町
長
は「
住
民
、

ひ
ろ
し

行
政
、
各
種
団
体
が
共
に
新
し
い
価

値
を
つ
く
り
上
げ
る�
共
創�
が
必
要
。

み
ん
な
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
や
さ

し
い
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
た
い
」と

述
べ
ま
し
た
。

　

第
二
部
で
は
、
災
害
リ
ス
ク
研
究

会
高
見
尚
武
代
表
が「
安
全
な
地
域

社
会
を
創
る
に
は�
災
害
に
備
え
て

心
に
ゆ
と
り
を
！
」と
題
し
て
講
演
。

高
見
氏
は「
日
本
の
社
会
は
リ
ス
ク

に
弱
い
。
安
全
な
地
域
の
実
現
に
は
、

リ
ス
ク
に
強
い
地
域
が
重
要
」と
訴

え
、
個
人
、
家
庭
に
お
け
る
リ
ス
ク

の
把
握
を
呼
び
か
け
ま
し
た
。　

　午後４時から行われた「耳順式」では、

佐藤隆治委員長が「激動の60年を歩み、

家族を守り、社会の一員として参加す

る中で、微力でも大きな塊として社会

に貢献できた」とあいさつ。

　耳順宣言では「還暦に当たり、同年

の連帯を大切にしながら心身共に充実

した人生を歩み、夢と誇りをつないで

いきます」と誓いました。

還暦迎えた同年者が�耳順宣言�、一層の活躍を誓う

　町60歳同年の集い(同実行委員会主

催)は２月24日、まるふくプラザで開

かれ、還暦を迎えた同年者が、互いの

健康を祝い、充実した人生を歩むこと

を誓いました。

　今年の対象者は、昭和22年４月２日

から23年４月１日までに生まれた159

人。同年の集いには、このうち44人が

出席しました。

�コミュニティー花壇表彰

[自治会花壇] ◎ 最優秀賞＝千松 ◎優秀賞＝11区、29

区 ◎ 奨励賞＝１区、３区、12区、18区、27区、37区[自

治会フラワーロード] ◎ 最優秀賞＝39区 ◎優秀賞＝

２区、深萱、41区[個人・事業所花壇] ◎ 最優秀賞＝佐

藤トキ子(29区) ◎優秀賞＝皆川チヨミ(11区)伊東ミ

ヨ子(12区) ◎奨励賞＝熊谷衣子(23区)インテグラン

岩手工場(38区)[個人・事業所フラワーロード] ◎最優

秀賞＝菅原秀子(39区)

�交通安全表彰

[優良運転者２輪]加藤タミ子(34区)山口省一(37区)

星冨美枝(28区)[同４輪]及川もと子(５区)三浦スズ

エ(34区)三浦幸一(26区)星達夫(34区)千葉新一(37

区)佐藤美代子(５区)佐川成喜(13区)佐藤久(30区)三

浦トシ子(34区)三浦幸喜(26区)尾形示韋信(１区)小野

寺敏夫(７区)佐藤久寿(33区)三浦美喜子(28区)佐藤

一朗(３区)[飲酒運転追放優良自治会]小日形、43区、

29区、千松、18区、深萱、26区、２区、17区、上大籠、１

区、９区、中山、24区、28区、35区、４区、七日町、曲田、

30区、33区、45区

�防犯表彰

[防犯功労者]千葉庄一(37区)佐藤佳男(５区)小野寺

昭雄(29区)小野寺篤志(８区)伊東勝(17区)佐々木昭

午郎(18区)熊谷昇(35区)阿部浩(６区)小野寺政夫(38

区)千葉昭治(13区)佐藤清英(43区)熊谷功(10区)佐藤

紀雄(24区)

�生徒指導連絡協議会表彰

[非行防止標語]◎最優秀賞＝小山花月(藤沢中２年)

◎優秀賞＝佐藤光姫(保呂羽小３年) ◎入選＝阿部美

咲(藤沢小５年)佐藤幸祐(同６年)村上友也(黄海小４

年)須藤亮浩(同５年)及川航(同６年)田島麻由(徳田小

６年)高橋迪大(同６年)及川汐南(保呂羽小４年)千葉

天馬(大籠小４年)菅原はづき(藤沢中３年)

[交通安全標語]◎最優秀賞＝星英江(藤沢小６年) ◎

優秀賞＝佐藤藍美(新沼小６年) ◎入選＝阿部美咲(藤

沢小５年)首藤美咲(黄海小１年)三浦敦翔(同２年)昆

野藍加(同４年)熊谷天絵(新沼小６年)及川汐南(保呂

羽小４年)千葉光隆(同６年)小山佳奈(藤沢中１年)矢

尾板祥之(同１年)熊谷彩香(同２年)

(以上敬称略)

表彰された皆さん(敬称略)

出席者全員で「耳順宣言」を行った60歳同年の
集い。互いの健康を祝い、今後の活躍を誓った
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今
春
、
館
ケ
森
エ
リ
ア
に「
岩
手

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
」が
オ
ー
プ
ン
し

ま
す
。
東
北
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク（
本

社
・
福
島
県
二
本
松
市
、
資
本
金
五

千
万
円
、
従
業
員
二
百
三
十
一
人
）

の 
熊  
久  
保  
勅  
夫 
社
長
が
二
月
二
十
七

く
ま 

く 

ぼ 

と
き 

お

日
、
文
化
交
流
セ
ン
タ
ー
で
開
か
れ

た
開
設
発
表
記
者
会
見
で
明
ら
か
に

し
た
も
の
で
、
黄
海
字
上
曲
田
地
内

に「
サ
バ
ン
ナ
を
再
現
し
た
よ
う
な

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
を
つ
く
り
た
い
」

と
語
り
ま
し
た
。

　
「
岩
手
藤
沢
野
生
の
王
国　

岩
手

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
」は
面
積
十
二
・
三

㌶
。
施
設
内
に
は
キ
リ
ン
、
シ
カ
、

ラ
ク
ダ
な
ど
草
食
動
物
を
中
心
に
、

約
七
十
種
類
・
七
百
頭（
羽
）が
放
し

飼
い
に
さ
れ
、
車
で
見
学
し
ま
す
。

シ
ロ
オ
リ
ッ
ク
ス
、
ア
ダ
ッ
ク
ス
、

バ
ー
バ
リ
ー
シ
ー
プ
な
ど
、
藤
沢
で

し
か
見
る
こ
と
の
で
き
な
い
珍
し
い

動
物
も
あ
り
、
同
社
は
年
間
二
十
万

人
の
集
客
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。
現

在「
藤
沢
館
ケ
森
天
空
の
サ
バ
ン
ナ
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
開
設
準
備
が
進
め

ら
れ
て
お
り
、
早
け
れ
ば
三
月
中
に

も
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
で
す
。

　

敷
地
内
に
は
マ
ン
ド
リ
ル
、
マ
ン

ト
ヒ
ヒ
な
ど
約
百
頭
を
飼
育
・
展
示

す
る
世
界
の
モ
ン
キ
ー
セ
ン
タ
ー
も

開
設
。
▽
サ
ル
劇
場
▽
フ
ラ
ミ
ン
ゴ

シ
ョ
ー
▽
サ
ル
と
の
ふ
れ
あ
い
広
場

�
な
ど
、
多
彩
な
企
画
で
入
場
者
を

楽
し
ま
せ
る
計
画
で
す
。

　

記
者
会
見
に
は
熊
久
保
社
長
ら
東

北
サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
の
役
員
六
人
と

畠
山
博
町
長
ら
町
関
係
者
が
出
席
。

熊
久
保
社
長
は「
当
初
は
動
物
の
え

さ
と
な
る
採
草
地
を
求
め
て
藤
沢
町

を
訪
問
し
ま
し
た
が
、
現
地
を
見
て
、

こ
こ
な
ら
ア
フ
リ
カ
を
イ
メ
ー
ジ
し

た
天
空
の
サ
バ
ン
ナ
を
実
現
で
き
る

シリーズ[平成年金事情]
�連載��

国 民 年 金

国民年金に関するあれこれを
４コマ漫画で紹介します。

と
判
断
し
、
進
出
を
決
め
ま
し
た
。

他
の
サ
フ
ァ
リ
ー
パ
ー
ク
に
は
な
い

広
大
な
施
設
を
造
り
た
い
」と
言
葉

を
弾
ま
せ
ま
し
た
。

　

畠
山
博
町
長
は「
館
ケ
森
は
本
町

自
慢
の
観
光
ス
ポ
ッ
ト
。
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
の
開
設
に
よ
っ
て
岩
手
県
南
、

宮
城
県
北
を
含
め
点
か
ら
線
、
線
か

ら
面
へ
と
広
が
る
こ
と
を
期
待
し
ま

す
。
ま
た
既
存
施
設
や
地
元
農
業
と

も
連
携
し
な
が
ら
、
雇
用
や
地
域
産

業
の
振
興
に
も
一
役
買
っ
て
い
た
だ

き
た
い
」と
述
べ
ま
し
た
。

　

同
社
が
運
営
す
る
サ
フ
ァ
リ
パ
ー

ク
は
二
本
松
市
の
東
北
サ
フ
ァ
リ

パ
ー
ク
、
栃
木
県
那
須
町
の
那
須
サ

フ
ァ
リ
パ
ー
ク
に
次
い
で
三
カ
所
目
。

サ
フ
ァ
リ
パ
ー
ク
を
運
営
す
る
会
社

は
全
国
に
七
社
あ
り
ま
す
が
、
三
カ

所
を
合
わ
せ
る
と
同
社
は
国
内
最
大

手
に
な
り
ま
す
。

館ケ森に�天空のサバンナ�
今春、岩手サファリパークが開設

開設発表記者会見で握手を交わす熊久保社長(右)と畠山町長

�����������	

本町は山形県飯豊町と対戦
チャレンジデー 2008 in Fujisawa

５月28日�に開かれるチャレンジデーの対戦
相手は「山形県飯豊町」に決まりました。
[いいでまち]
●面積　329.60k㎡ ●人口　8,571人●町の木　モ

ミジ●町の花　ユリ●特産品　いいで牛、グリー

ンアスパラ●特区　どぶろく特区

「めざみの里」と呼ばれる飯豊町。みんなで仲良く

詳しくは下記まで

[問]実行委員会事務局(海洋センター内)
�0191-63-5551

いっしょにまちづくり

を進めています。「め

ざみ」は、フランス語

の「Mesamies」(親しい

友達の意味)から。目

覚めるという希望も込

められています。
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　第40区自治会の児童18人と大人８人でつ
くるボランティアグループ「わんぱくちょボ
ラ」(佐々木 昭  夫 会長、会員26人)に、このほ

あき お

ど小さな親切運動東京本部(田中義具代表)か
ら「小さな親切実行章」が贈られました。
　贈呈式は２月８日、岩手銀行藤沢支店で行
われ、熊谷達男支店長から佐々木会長に賞状
が伝達されました。同実行章は思いやりの心
を育てることを目的に、ボランティア活動な
どで活躍している団体などを表彰する制度。
「小さな」は大きさではなく、誰もができる親
切を意味しています。
　平成14年に結成された「わんぱくちょボ
ラ」は、子どもを地域の宝としてみんなで見
守り、子どもたちの健全育成や世代間交流を
推進するボランティアグループです。古里の
環境を守るため、地元の川にＥＭ活性液を投
入したり、お盆の時期に「チャリティー夏祭
り」を開き、フリーマーケットや夜店の益金
で「ドッチビー」の遊具を大籠小学校(堀籠智
志校長、児童37人)に寄付したりしました。
　佐々木会長と事務局の佐藤みえ子さんは２
月18日、受賞報告に役場を訪れ、畠山 博 町長

ひろし

「小さな親切」実行章を受賞
第40区のわんぱくちょボラ

と沼倉 憲  二 副町長に実行章を披露しながらこ
けん じ

れまでの活動などを報告しました。
　佐々木会長は「日常の小さな活動が評価さ
れたことはこれからの活動に励みになりま
す。子どもたちのためにこれからも続けま
す」と、畠山町長は「地域の宝である子どもを
みんなで見守り、育てることこそ最大のボラ
ンティア。このしくみこそちょボラの一番の
宝です」と語りました。

　藤沢幼稚園(皆川哲也園長、園児23人)、同保育園(千田
恵子園長、園児90人)の防火パレードは３月４日、藤沢商
店街で行われ、法被姿の園児たちが沿道の住民に火災予
防を呼びかけました。
　春の全国火災予防運動期間(１－７日)に合わせて行わ
れたパレードには、幼年消防クラブを結成している同園
の４・５歳児64人と園職員、町や消防関係者などが参加
しました。
　法被をまとった園児たちは拍子木を鳴らしながら商店
街を練り歩き、「火の用心」を呼びかけていました。

沿道の住民に火災予防を呼びかけた藤沢幼稚園・保育園の園児たち

園児が火の用心呼びかける
藤沢幼保園が防火パレード

神事を行い安全を祈願する近江育夫町モータースポーツ協会会長

　藤沢スポーツランドの安全祈願祭は３月９日、現地で
行われ、関係者らが今シーズンの安全を祈りました。
　午前９時から行われた祈願祭には、町、町教育委員会、
町モータースポーツ協会やＭＦＪ東北などの役員、ス
タッフ、県内外のライダーなど約100人が参加。畠山 博 

ひろし

町長、近江 育  夫 町モータースポーツ協会長、ライダーの
いく お

代表らが神事を行いシーズン中の安全を願いました。
　開設18年目の今季は、６月１日の東北モトクロス選手
権シリーズ第２戦を皮切りに、全日本選手権シリーズ第
7戦東北大会など全７レースが計画されています。

神事でシーズンの安全祈る
スポーツランド安全祈願祭

町役場を訪れ、畠山博町長
と沼倉憲二副町長に受章を
報告する佐々木昭夫会長と
佐藤みえ子さん
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　県立藤沢高校( 大  鹿  糠  文  行 校長、生徒28人)
おお か ぬか ふみ ゆき

は２月20日、町の福祉に役立ててもらいたい
と、特別養護老人ホーム「光栄荘」(椎名 良  直 

よし なお

所長)と介護老人保健施設「老健ふじさわ」(同)
に、アルミ缶回収事業の益金と生徒会費の余
剰金で購入した車いすを２台ずつ(計４台、
25万円相当)贈りました。
　同日は生徒会執行部の生徒８人と担当教諭
２人、合わせて10人が両施設を訪問しまし
た。アルミ缶回収事業のリーダーを務めた小
山 千  里 運動・文化部長(３年)が「町民の皆さん

ち さと

にも協力していただき車いすを贈ることがで
きました。長い間、藤沢高のボランティア活
動に協力いただきありがとうございました」
とあいさつ。椎名所長と工藤 博  信 福祉医療セ

ひろ のぶ

ンター事務局長が「皆さんのまごころを大切
にし、有効に活用させていただきます」とお
礼を述べました。
　アルミ缶回収事業は、夏休みを利用して町
が開催している「ケア・チャレンジスクール」
などでお世話になった両施設に、車いすを贈
りたいと生徒会執行部が全校に呼びかけ、２
年前から取り組んできました。

アルミ缶回収で車いす寄贈
藤高生徒会が２施設に４台

　学校だけでなく町民の協力もあって、２年
間で約630㌔もの空き缶やプルタブを回収し
ました。
　菊地 歩 生徒会長(３年)は「普段からお世話

あゆみ

になっている施設に贈ることができてうれし
いです」と、平野 忠  明 担当教諭は「生徒や教職

ただ あき

員だけでなく、父母や地域の皆さんが応援し
てくれたおかげです」と話しています。

車いすの寄贈に施設を訪問
した藤沢高生徒会執行部の
生徒と特別養護老人ホーム
「光栄荘」の利用者

　県立藤沢高校( 大  鹿  糠  文  行 校長、生徒28人)最後の卒業
おお か ぬか ふみ ゆき

生で、４月から陸上自衛隊に入隊する佐々木卓さんは３
月３日、役場を訪れ、畠山 博 町長に決意を語りました。

ひろし

　自衛隊岩手地方本部小畑省一一関出張所長、及川信一
協力会・父兄会長らと訪れた佐々木さんは「厳しい職場と
聞いており不安もありますが、藤沢高の卒業生として一
生懸命頑張ります」と決意を述べ、畠山町長は「大きな志
を持って精進してください」と激励しました。
　佐々木さんは多賀城市の陸上自衛隊多賀城駐屯地第
119教育大隊に一般曹候補生として入隊します。

自衛隊入隊の決意を町長に
藤高最後の卒業生佐々木さ

ん

畠山博町長に入隊の決意を述べる佐々木卓さん(左)

１年間の学習成果を発表する舞踊コースの受講者たち

　「19年度生涯学習推進の集い」は３月２日、縄文ホール
で開かれました。生涯学習講座「わくわくセミナー」と
「趣味の教室」の閉講式を兼ねた集いには、受講生や講師
など約120人が参加。受講証の授与、講評、学習成果の
発表などが行われました。
　あいさつに立った岩渕 英  生 教育長は「わくわくセミ

えい き

ナーは来年10周年。豊かな人生を送るため、皆さんの情
熱が続く限り継続して開催したい」と述べました。続い
て、セミナーと教室の講師11人が講評を行い、受講生は
ステージで学習成果を披露しました。

閉講式兼ね学習成果を発表
生涯学習推進の集いを開催
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３月は藤沢幼稚園・保育園のお友達の絵でテーマは「もうすぐいちねんせい」　

青
空
に
立
つ
雪
像
の
新
幹
線
吾
と
子
ら
と
の
ス
ピ
ー
ド
競
う　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

千
葉　

明
美

寒
の
朝
テ
レ
ビ
体
操
続
け
れ
ば
今
年
も
働
く
意
欲
湧
き
く
る　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

千
葉
多
喜
子

並
び
浴
む
老
爺
に
語
り
か
け
ら
れ
て
た
だ
笑
む
ば
か
り
耳
遠
き
吾　
　

　
　
　
　
　
　
　

伊
勢　

八
郎

糸
電
話
孫
の
さ
さ
や
く
内
緒
ご
と
障
子
に
写
る
弓
張
り
の
月　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

伊
藤
圭
一
郎

雪
の
朝
昨
夜
見
し
夢
気
に
な
り
て
妻
と
言
ひ
つ
つ
一
日
籠
も
れ
り　
　

　
　
　
　
　
　
　

川
村　

和
雄

猫
柳
の
花
芽
と
と
の
ふ
道
あ
ゆ
み
今
年
の
春
は
こ
こ
に
は
じ
ま
る　
　

　
　
　
　
　
　
　

佐
伯　

和
美

 
彼  
婦  
人 
笑
い
こ
ろ
げ
し
初
対
面
昼
の
語
ら
い
思
い
出
し
つ
つ　
  　
　

か
の 

ふ 

じ
ん

佐
々
木
百
合
子

　
【
短
歌
】
渓
流
短
歌
会　

二
月
詠
草

バ
ッ
ケ
ァ
に
抱
か
れ
て
心
安
ら
か
に
朝
寝
を
す
れ
ば
百
ま
で
生
き
る
か
も

　
　
　
　
　
　

佐
藤　

良
雄

杖
に
頼
り
お
ろ
お
ろ
と
歩
く
老
人
に
手
を
差
し
延
べ
る
賢
治
の
心
で　

　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

俊
朗

無
沙
汰
せ
し
媼
の
逝
け
ば
悔
多
く
会
っ
て
お
き
た
き 
幾  
人 
お
も
ふ　
　

い
く 
た
り

　

佐
藤　

導
子

雪
積
る
義
母
の
命
日
墓
参
り
供
物
あ
げ
れ
ば
鴉
飛
び
交
ふ　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

須
藤
千
代
子

贈
ら
れ
し
鼠
の
置
き
物
抱
き
留
め
て
元
気
な
あ
か
し
新
し
き
年
も　
　

　
　
　
　
　
　
　

田
村
美
智
子

て
ん
と
う
む
し
と
も
ど
も
は
げ
む
リ
ハ
ビ
リ
を
わ
ら
ひ
の
う
ち
に
い
き
い
き
生
を

　
　
　

千
葉　

和
子

 
七  
十  
路 
を
こ
こ
ま
で
来
た
と
語
り
合
う
き
の
う
の
友
は
今
日
は
旅
立
つ　

な
な 

そ 

じ

千
葉
喜
代
子

こ
の
春
を
閉
校
と
な
る
藤
高
の
校
舎
に
今
し
陽
の
沈
み
ゆ
く　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　

須
藤
雄
治
郎

わたしのなまえはれな。３さいです。かぞく
はパパとママ、じいちゃんとばあちゃん、お
んちゃん、ぴいちゃんの７にん。だいかぞく
だよ。すきなものはフルーツ。なかでもブド
ウがいちばん。パパとママがおしごとにいっ
ているひるまは、ばあちゃんといっしょにい
るの。はたけのおしごとをおてつだいするこ
ともあるよ。ときどき、いたずらしてたべも
のをちらかしちゃうけど、おままごとがだい
すき。おとなになったら、ママのようにお
りょうりのじょうずなひとになって、パパや
みんなにおいしいものつくってあげたいな。

おいかわ・れな　平成17年２月26日生まれ
黄海字天堤　大介さん・真澄さんの長女

及川れなちゃん

やんちゃで男の子っぽい性格だけど、心はとても思
いやりがあります。いつまでもそんな子でいてほし
いです。

両親から一言

皆川結衣ちゃん
みなかわ・ゆい

千葉竜聖くん
ちば・りゅうせい

千葉哲太くん
ちば・てった

畠山　裕くん
はたけやま・ゆう

七七七七七七七七七七七
七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七七
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藤沢町図書館から
３月のおすすめ図書

[開館時間]
９時30分～17時30分

[休館日]
毎週���年末年始

[問い合わせ]
町図書館�(63)5515

本年度も皆さんにたくさんの本を利用していただき

ました。よく利用された本のうち、児童書・一般書と

も上位５位までを紹介します。（08年２月末現在） 

金野瑠奈ちゃん
こんの・るな

皆川和泉ちゃん
みなかわ・いずみ

佐藤彩香ちゃん
さとう・あやか

児童書の部

宮崎駿[徳間書店]となりのトトロ�

ぎぼりつこ[岩崎書店]しずくちゃん２�

ジーン・マルゾーロ[小学館]ミッケ！ファンタジー�

真珠まりこ[講談社]もったいないばあさん�

ジーン・マルゾーロ[小学館]ミッケ！がっこう�

一般書の部
渡辺淳一[集英社]鈍感力�

島田洋七[徳間書店]佐賀のがばいばあちゃん�

田中裕[ワニブックス]ホームレス中学生�

浅田次郎[講談社]中原の虹　第２巻�

[講談社]
な～んだ簡単！
シンプルな「和」のおかず�

「おおきくなるっていうことは？」と
いう問いかけに対し、「ようふくが
小さくなること、あんまり泣かない
こと」など、なるほどと思う答えが
返ってきます。入学、進級するお子
さんにおすすめ。

　　　　　（童心社)

◎幼児

おおきくなるって
いうことは

中川ひろたか・文/村上康成・絵

「大きくなったら世の中をもっと美
しくする」とおじいさんと約束した
アリス。大人になって、しっかり仕
事をこなし、世界旅行もした彼女は
人生の最後に三つ目の約束を果たし
ます。

　　　　　　　　　

（ほるぷ出版）

◎小学生から

ルピナスさん- 小さなお
ばあさんのお話-

バーバラ・クーニー・作／かけがわやすこ・訳

パソコン、ケータイ、ゲーム、イン
ターネットと急速に拡大、普及し続
けるデジタル社会。便利な反面、顔
の見えない会話によるコミュニケー
ション不全、悪質な犯罪につながる
匿名性などの問題が指摘されていま
す。メリット、デメリットを明らか
にしながらネット時代の子育ての原
則を教えてくれる本です。(旬報社）

◎一般

デジタルキッズ
　ネット社会の子育て

坂本旬・著

☆町図書館年間貸し出しランキング☆

今年は「しずくちゃん」が大ヒット。「トトロ」の人気
も不滅です(協力：左から千葉和香菜さん、小野寺亜
美さん、皆川真里奈さん）

サッカーに限界を感じた新二とやる
気のない天才スプリンター連、幼な
じみの二人が高校の陸上部に入部。
ひたすらに走ることが楽しくなり、
次第に二人を変えていく三部作。前
向きに生きるシンプルな感動が共感
を呼び、2007年「本屋大賞」1位にラ
ンキングされた本です。

 （講談社）

◎高学年から

一瞬の風になれ
イチニツイテ・ヨウイ・ドン

佐藤 多佳子・著

ぼくとわたしの絵画展
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及
川
愛
衣
さ
ん
お
い
か
わ
・
あ
い　

一
関
市
千
厩
町

　

歳　

Ａ
型　

獅
子
座　

歯
科
医
院
受
付

22

　

千
葉
歯
科
医
院
で
受
付
や

会
計
を
担
当
す
る
愛
衣
さ
ん
。

「
二
月
か
ら
お
世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。
早
く
仕
事
を
覚

え
た
い
で
す
」と
張
り
切
っ

て
い
ま
す
。
モ
ッ
ト
ー
は
明

る
さ
。
や
さ
し
い
笑
顔
で
患

者
さ
ん
を
癒
や
し
ま
す
。

　

趣
味
は
音
楽
。「
聴
く
の

も
歌
う
の
も
大
好
き
で
す
」

と
に
っ
こ
り
。
最
近
は
、
ソ

ウ
ル
シ
ン
ガ
ー
清
水
翔
太
の

「
Ｈ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
」に
注
目
し
て
い

る
そ
う
。

　

高
三
か
ら
点
字
を
習
う
な

ど
、
何
事
に
も
ト
ラ
イ
す
る

頑
張
り
屋
。
器
が
大
き
く
て

誠
実
な
人
が
好
き
な
そ
う
で

す
よ
。

☆
性
格　

マ
イ
ペ
ー
ス

☆
は
ま
っ
て
い
る
も
の　

チ
ョ
コ
レ
ー
ト

☆
休
日
は　

昨
年
か
ら
始
め

た
家
族
麻
雀
。
最
近
は
、
お

父
さ
ん
に
も
勝
て
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た（
笑
）

☆
結
婚　

で
き
れ
ば
二
十
代

の
う
ち
に
し
た
い
で
す

患
者
さ
ん
の
心
を
癒
や
す

笑
顔
の
す
て
き
な
頑
張
り
屋

●文・写真　ふじの実学園

　

障
害
の
あ
る
子
供
さ
ん
が
い
る
家

族
の
集
ま
り
で
最
後
に
話
さ
れ
る
こ

と
は
、「
親
が
亡
く
な
っ
た
ら
、
こ
の

子
は
ど
う
や
っ
て
生
き
て
い
く
ん
だ

ろ
う
」「
誰
が
こ
の
子
の
面
倒
を
ち
ゃ

ん
と
見
て
く
れ
る
ん
だ
ろ
う
」と
い

う
こ
と
で
す
。
こ
の
話
が
出
る
と
何

と
も
い
い
よ
う
の
な
い
静
寂
、
一
瞬

時
間
が
止
っ
て
し
ま
い
ま
す
。　

　

こ
の
よ
う
な
心
配
は
、
障
害
者
だ

け
で
な
く
、
高
齢
者
も
同
様
で
す
。

そ
の
た
め
の
制
度
と
し
て
、
日
常
生

活
自
立
支
援
事
業（
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
）と
成
年
後
見
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
は「
あ

ん
し
ん
ね
っ
と
」の
愛
称
で
、
社
会

福
祉
協
議
会
が
実
施
し
て
い
ま
す
。

利
用
で
き
る
人
は
、「
自
分
一
人
で

判
断
す
る
こ
と
に
不
安
が
あ
る
」「
お

金
の
管
理
に
困
っ
て
い
る
」人
で
、

一
関
地
域
の
利
用
者
は
五
十
八
人
、

そ
の
う
ち
知
的
障
害
者
は
十
七
人
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
制
度
は
契
約
す

る
力
が
な
い
と
利
用
で
き
ま
せ
ん
。

そ
こ
で
、
判
断
す
る
力
が
不
十
分
な

場
合
に
利
用
で
き
る
制
度
が「
成
年

後
見
制
度
」で
す
。

　

ふ
じ
の
実
学
園
が
開
所
し
て
二
十

四
年
。
当
初
か
ら
の
利
用
者
は
四
十

歳
を
過
ぎ
、
両
親
も
高
齢
に
な
り
ま

し
た
。
ふ
じ
の
実
保
護
者
会
連
合
会

は「
成
年
後
見
制
度
」を
学
ぼ
う
と
三

月
一
日
、
研
修
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

講
師
は
宮
古
市
在
住
の
社
会
福
祉
士

木
村
守
男
氏
。
木
村
氏
は「
成
年
後

見
制
度
と
福
祉
な
ん
で
も
相
談
」と

題
し
て
、
制
度
の
内
容
や
利
用
手
続

き
等
を
分
か
り
や
す
く
説
明
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
会
場
に
は
五
十
人

以
上
の
保
護
者
が
集
ま
り
、
熱
心
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

いつまでも安心して暮らしたい

一人になっても

安心して生活させたい

宮古市在住の社会福祉士木村守男氏を講師に
「成年後見制度」について理解を深めた研修会
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みなかわ・よういち
1948年藤沢町生まれ。
深萱の昔とうふ工房代
表。藤沢野焼祭実行委
員会実行委員長。藤沢
町民劇団団長。好きな
言葉は「天衣無縫」、自
分の宝は「夢」。たくさ
んありすぎて一つや二
つ失っても挫折しない
から。黄海字西深萱在
住、59歳

連

ラ

ム

載

コ
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ぼくわたしむし歯ないんだよ

  
「
洋
一
つ
ぁ
ん
の
好
き
な
三
月
で
す

ね
」「
別
に
お
れ
三
月
好
き
な
ご
ど
な
い

な
。
年
度
末
で
支
払
い
に
追
わ
れ
て
楽

で
な
い
よ
」「
支
払
い
で
な
く
、
三
月
は

い
ろ
ん
な
団
体
の
総
会
続
く
で
し
ょ

う
」「
お
れ
は
会
議
好
き
で
な
い
よ
」「
だ

か
ら
会
議
終
わ
れ
ば
飲
み
会
あ
る
で
し

よ
う
、
大
好
き
で
し
ょ
う
」「
飲
み
会
は

好
き
だ
よ
。
会
議
が
な
け
れ
ば
最
高
だ

な
」「
で
も
一
応
や
っ
た
こ
と
に
し
て
飲

ま
な
い
と
」「
一
応
や
っ
た
こ
と
に
し
て

飲
む
の
は
い
い
が
、
あ
る
だ
ろ
う
だ
ら

だ
ら
と
長
い
会
議
。
早
く
や
め
で
飲
む

べ
し
と
言
い
た
い
の
。
そ
ん
な
の
ば
り

だ
」「
そ
う
で
も
な
い
で
し
ょ
う
。
洋
一

つ
ぁ
ん
は
異
議
な
し
派
で
し
ょ
う
」「
だ

か
ら
異
議
な
し
に
い
く
ま
で
が
大
変
。

ま
ず
事
務
局
の
説
明
。
朗
読
を
し
て
説

明
し
ま
す
だ
ど
、
端
か
ら
端
ま
で
朗
読
。

小
学
校
の
国
語
の
授
業
じ
ゃ
な
い
、
要

点
だ
け
言
え
と
」「
い
ま
す
、
い
ま
す
。

な
ん
の
た
め
に
資
料
渡
し
た
ん
だ
と
言

春
は
総
会
シ
ー
ズ
ン
。簡
潔
に
要
点
を
整
理
し
て

説
明
す
る
こ
と
が
嫌
わ
れ
な
い
コ
ツ
。

い
た
く
な
る
や
つ
。
監
査
報
告
な
ん
か

も
そ
う
で
す
よ
ね
」「
そ
う
だ
よ
、
あ
れ

も
棒
読
み
。
ち
ょ
こ
っ
と
所
感
を
入
れ

れ
ば
気
が
利
く
の
に
。
そ
れ
に
監
査
報

告
の
棒
読
み
な
の
に
え
ら
く
張
り
切
っ

て
一
世
一
代
の
晴
れ
姿
み
た
い
な
気
分

で
。
あ
あ
家
族
も
呼
ん
で
お
い
て
こ
の

姿
見
せ
た
か
っ
た
。
変
に
う
る
う
る
し

て
、
壇
上
か
ら
自
分
の
席
に
着
く
と
き

は
高
見
盛
が
勝
ち
名
乗
り
を
受
け
て
引

き
上
げ
る
と
き
見
た
い
な
顔
を
し
て
」

「
そ
ん
な
人
い
ま
す
か
」「
い
た
の
。
そ

れ
と
下
ら
な
い
質
問
す
る
や
つ
。
さ
っ

き
会
長
が
あ
い
さ
つ
で
言
っ
た
ろ
う
、

聞
い
て
な
か
っ
た
の
か
。
酒
飲
ま
せ
な

い
ぞ
と
思
う
や
つ
」「
あ
あ
そ
れ
は
い
ま

す
ね
。
な
ん
と
な
く
議
事
録
に
自
分
の

名
前
が
載
る
の
に
恍
惚
感
を
感
じ
る
人

で
す
ね
」「
お
お
、
わ
か
っ
て
き
た
な
。

あ
と
は
役
員
改
選
。
新
役
員
を
代
表
し

て
新
会
長
よ
り
あ
い
さ
つ
を
と
言
っ
て

る
の
に
、
副
会
長
が
わ
た
し
か
ら
も
一

言
っ
て
。
い
い
、
会
長
が
代
表
で
言
っ
た

ろ
う
。
そ
れ
な
の
に
し
ゃ
し
ゃ
り
出
て
会

長
を
補
佐
し
て
だ
ど
、
補
佐
が
で
き
る
か
。

会
長
よ
り
目
立
と
う
と
し
て
会
長
よ
り
長

く
あ
い
さ
つ
し
て
、
本
当
は
会
長
に
な
り

た
か
っ
た
ん
だ
な
。
で
も
一
生
お
ま
え
は

会
長
に
な
れ
な
い
ぞ
」「
な
ん
か
う
ら
み
が

こ
も
っ
て
ま
す
ね
」「
だ
か
ら
い
る
ん
だ
よ
。

わ
け
の
わ
か
ん
な
い
の
が
。
そ
し
て
い
よ

い
よ
飲
み
会
だ
が
こ
こ
か
ら
が
ま
た
長
い
。

来
賓
祝
辞
、
あ
れ
何
と
か
な
ん
な
い
の
か

ね
。
人
よ
り
一
分
で
も
長
く
し
ゃ
べ
ろ
う

と
し
て
最
後
に
一
言
だ
け
と
か
、
話
が
変

わ
り
ま
す
か
ら
と
か
、
は
な
は
だ
粗
辞
で

は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
あ
あ
粗
辞
だ
粗
辞
、

な
い
ほ
う
が
最
高
」「
い
ま
す
よ
ね
、
あ
い

さ
つ
の
長
い
人
」「
そ
う
、
そ
れ
で
極
め
つ

け
が
乾
杯
の
音
頭
の
長
い
や
つ
。
持
っ
た

コ
ッ
プ
を
テ
ー
ブ
ル
に
置
き
、
ま
た
持
ち

直
し
の
繰
り
返
し
。
以
上
こ
う
い
う
連
中

を
排
除
し
た
総
会
大
好
き
」「
そ
れ
っ
て
総

会
成
立
し
ま
す
か
」「
す
る
、
異
議
な
し
」

２月15日の３歳６カ月健診でむし歯のなかった子どもたち

千葉菜央ちゃん
ちば・なお
徳田字萱刈場

佐藤友晴くん
さとう・ゆうせい
藤沢字早道

佐藤愛香ちゃん
さとう・まなか
藤沢字夕川

及川紗良ちゃん
おいかわ・さら
藤沢字町裏

千葉洸輔くん
ちば・こうすけ
増沢字中ノ森

小野寺美月ちゃん
おのでら・みづき
西口字切付

三浦愛華ちゃん
みうら・あいか
徳田字桜ノ沢
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休日の当番医(東地区)
電話番号地区医療機関月日

(51)3322千厩もりあい内科クリニック３月20日

(72)2133大東本多医院　　23日

（75)2772大東菅野内科医院　　30日

(51)3355千厩谷藤内科医院４月６日

(52)3387千厩宍戸クリニック　　13日

(43)3770川崎かわさきファミリークリニック　　20日

※変更になる場合があるので電話で確認してください

内容に協力できる人
■内容　�アンケートへの回答�モ
ニター会議への出席(別途依頼)
■委嘱期間　６月１日～21年３月末
■募集期限　４月４日�
■募集人員　120人
■応募方法　はがきまたはファクシ
ミリの送信用紙表面に「モニター希
望」と明記してください。裏面には
�郵便番号�住所�氏名(フリガナ)
�電話番号�年齢�性別�職業�
メールアドレス(携帯電話は不可)�
応募の動機�モニター会議参加希望
の有無�の必要事項を記入してくだ
さい。
[申し込み・問い合わせ]
総務省東北総合通信局電気通信事業
課�022-221-0628/FAX022221-0613

■千葉勝博さん(黄海字町裏)
　まちづくりの推進に役立ててと金
10万円が寄付されました
■千葉勝博さん(黄海字町裏)
　町民病院の設備充実に役立ててと
金30万円が寄付されました
■藤村啓さん(藤沢字町)
　町民病院の設備充実に役立ててと
金30万円が寄付されました
■橋本正雄さん(藤沢字荒屋敷)
　「老健ふじさわ」の設備充実に役立
ててと「福祉用具」(３万円相当)が寄
付されました
■稲吉一子さん(東京都調布市)
　「光栄荘」の設備充実に役立ててと
「離床センサー」２台(金10万円相当)
が寄付されました

剣道スポーツ少年団の
20年度新規団員を募集

　藤沢剣道スポーツ少年団は、20年
度の新規団員を募集します。剣道を
通じて心身を鍛え、礼儀を学び、気
力を養いませんか。藤沢剣道スポー
ツ少年団は、各種大会にも出場して
いるほか、けいこを通じて児童生徒
の健全育成を図っています。
■活　動　毎週土曜日午後２時～４
時(そのほか暑中 稽  古 寒稽古あり)

けい こ

■対　象　小学１年～中学３年
■場　所　町民体育館
■参加費　入会時1,000円(登録料、
保険料)と毎月500円
[問]町体育協会事務局�63-5551

東北地区国立大学法人
が20年度の職員を募集

　東北地区国立大学法人等職員採用
試験実施委員会は20年度の職員(事
務系・技術系)を募集します。
■受験資格　昭和54年４月２日以降
に生まれた人
■受付期間　４月１日�～10日�
(郵送だけ受け付ける。当日消印可)
■第１次試験
[試験日]５月18日�[試験地]弘前市、
盛岡市、仙台市、秋田市、山形市、
福島市[試験区分]�事務�図書�電
気�機械�土木�建築�化学�物理
�電子・情報�資源工学�農学�林
学�生物・生命科学
[問]東北地区国立大学法人等職員採
用試験実施委員会採用試験事務室
(東北大学本部内)�022-217-5676

総務省東北総合通信局
が電気モニターを募集

　東北総合通信局は電気通信サービ
スに住民の意見や要望を反映させる
ため、モニターを募集します。
■資格　東北６県の20歳以上の下記

藤沢町の人口(3月1日現在)
前月比世帯数前月比人　口地　区

21,045 93,166藤　沢

171602,553黄　海

-2772-122,467八　沢

-1430-71,456大津保

02,963-109,642計

-74,731男

-34,911女

募集します 戸籍の窓

東北地区国立大学法人等職員採用試験実施委員会

こんにちは赤ちゃん

石川　翔   明
と

   (慶太・郁恵/西口字西小戸沢)
あ

及川　瀬   愛
せ

   (優志・真喜/藤沢字葉山平）
な

山口　 詩 織   (俊秋・由美子/保呂羽字宇道沢)
し おり

佐藤　 雅 紀   (修一・美枝/大籠字中鈴根)
まさ き

佐藤　理   央
り

   (佑樹・祝子/藤沢字西風)
お

千葉　 星 和
せ

   (覚・由美/西口字西小戸沢)
な

ご結婚おめでとう

加藤　清和・久美子(砂子田字八森沢)

お悔やみ申し上げます

石田　一子　82　保呂羽字二本柳
畠山　昭一　80　藤沢字夕川
佐藤　　直　80　黄海字下曲田
金野　幸吾　79　大籠字洞木
星　　壽子　93　新沼字粕灰
千葉　チカ　78　西口字東小戸沢
千葉　喜一　86　増沢字柏木
松本　正男　85　藤沢字早道
畠山つや子　92　保呂羽字宇和田
金野　篤志　82　大籠字繰石
佐藤　三郎　83　藤沢字八沢
千葉ミヨノ　98　黄海字本沢
菊地　吉雄　90　藤沢字荒屋敷
小野寺　清　76　新沼字芦毛ノ沢
菅原　　忠　87　増沢字上久手
佐藤フミコ　77　徳田字堂ノ洞
佐々木輝雄　66　黄海字小日形
＊敬称略。届け出時に総合情報誌への掲載を
希望した人だけ載せています

総務省東北総合通信局

ありがとう
ございました

藤沢剣道スポーツ少年団
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戦没者の遺族に弔慰金
３月31日までに請求を

　戦没者等の死亡当時の遺族で、17
年４月１日現在、公務扶助料や遺族
年金等を受ける人がいない場合、次
の先順位の遺族に特別弔慰金が支払
われます。
■対象　�17年４月１日までに戦傷
病者戦没者遺族等援護法による弔慰
金の受給権を取得した人�戦没者等
の子�戦没者等と生計関係を有して
いた�父母�孫�祖父母�兄弟姉妹
�上記�から�以外の三親等内の親
族(戦没者等の死亡時まで１年以上
生計関係を有していた人)
■支給額　40万円、10年償還の記名
国債
■請求窓口　役場町民課
■請求期限　３月31日�
[問]役場町民課�63-2111

国の教育ローンの金利
2.2%に改訂されました

　国の教育ローンの貸し付け利率は
２月12日から改訂されました。
■対象　世帯の年間収入が990万円
(事業所得は770万円)以内の保護者
■融資額　学生・生徒一人につき200
万円以内
■使途　�入学金、授業料など�受
験料、交通費など�アパートの敷金、
家賃など�教科書代、通学費など
■返済期間　10年以内
■利率　2.2％(改訂前2.5％)
[問]教育ローンコールセンター�
0570-008656／国民生活金融公庫一
関支店融資相談係�23-4157

一関保健所大東支所が
20年３月31日で廃止に

　岩手県一関保健所大東支所(市の
支所ではなく県の出先機関)は20年
３月31日で廃止になります。大東支

所で行っていた業務は、４月１日か
ら一関保健所で取り扱います。定期
的に千厩行政センターなどに臨時窓
口を設けるなどして対応します。
[問]岩手県一関保健所�26-1415

古里への就職希望者は
いわて就職面接会Ⅰへ

　(財)ふるさといわて定住財団は、
県内への就職希望者を対象に「いわ
て就職面接会Ⅰ」を開催します。
■日時　４月16日�午後１時～５時
■場所　岩手産業文化センター「ア
ピオ」(滝沢村滝沢字砂込389-20)
■対象　21年３月卒業予定の大学、
短大、高専、専門・専修学校の学生、
既卒者および一般求職者
■内容　�企業との個別面談�ハ
ローワークによる職業相談�適職診
断�など
[問](財)ふるさといわて定住財団
�019-653-8976

無料法律相談を開設
気軽にご利用ください

　一関・両磐地方の住民を対象に、
無料法律相談を開催します。困り事
や悩み事のある人は、気軽に利用し
てください。
■日時　毎週木曜日、午前10時～午
後３時(電話受け付け不可。直接会
場に来てください)
■場所　一関市役所(２階第４委員
会室)
■相談　弁護士が相談に応じます
[問]一関市役所生活環境課
�21-2111内線8348／FAX21-2101

歯のテレホン相談開設
歯や口の悩みは何でも

　電話相談「ヨイ歯デーテレホン相
談」を４月18日に実施します。歯や
口に関する悩みや相談のある人は、

町民課

開催します

気軽に利用してください。
■日時　４月18日�[受け付け]午前
10時～午後８時[回答]午後７時以降
(電話で相談を受け付け、午後７時
以降に歯科医師が折り返し電話で回
答します)
■電話番号　�019-651-7341
[問]岩手県保険医協会歯科部会
�019-751-7341

漫画家三田紀房さんを
講師に教育講演会開催

　青少年の自立と職業観の育成を目
的に「青少年キャリア教育講演会」
を開催します。講師は北上市出身の
漫画家三田紀房氏です。
■日時　３月28日�午後１時～４時
■場所　岩手県民情報交流センター
「アイーナ」７階アイーナホール
■内容　[演題]青少年のターニン
グ・ポイント：進学と就職への対応」
[講師]漫画家　三田紀房氏
■対象　中学生以上の県民
■入場　無料
[問]盛岡地域若者サポートステー
ション運営協議会�019-625-8460

50人未満の事業所対象
認定産業医が健康相談

　従業員50人未満の小規模事業所で
働く事業主や労働者を対象に、各種
健康相談や健診結果に基づく事後指
導などを行っています。
■３・４月の日程

■主な相談項目　�健診結果(有所
見者)に基づく事後指導�過重労働
による健康障害の防止�生活習慣病
の予防�従業員の健康管理�メンタ
ルヘルス(心とからだ)
[問]一関市医師会
�23-5110／FAX23-9955

お知らせ

場所時間曜日月

一関市医師会

13:00
～
15:00

�21
３

一関商工会議所千厩支所�27
一関市医師会�３

４
一関市医師会�10

一関市医師会�17

一関商工会議所千厩支所�24

国民生活金融公庫一関支店

一関保健所

ふるさといわて定住財団 盛岡地域若者サポートステーション

一関市役所生活環境課

岩手県保険医協会歯科部会

一関市医師会



����������●�������

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
の
前
に

安
心
の
環
境

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動などを行う中学生以下の5人以上の子どもで構成される社会教育関係団体。
子ども5人以上で加入してください。子供の団体

共　済
見舞金

賠償責任保険金額
(てん補限度額)

傷害保険金額
対象範囲対　象掛け金

(1人)
加入
区分 通　院

(1日につき)
入　院
(1日につき)

後遺障害
(最高)

死　亡

突然死
(急性心不全
や脳内出血)

160万円

[身体賠償]
1人1億円、1事故5億円
[財物賠償]
1事故500万円 
(各免責金額1,000円)

1,500円4,000円3,000万円2,000万円団体活動
中とその
往復中
(学校管理
下を除く)

[子ども]
中学生以下または特
別支援学校の幼児、
児童、生徒
◎AとAWの子ども5
人以上で加入

500円A

[上記補償に身体賠償
と財物賠償を合算]
1事故500万円加算

2,000円5,000円3,150万円2,100万円
1,050円AW

日射・熱射病、細菌・ウイルス性中毒の場合、保険金額はA区分と同じ

対象外

[身体賠償と財物賠償
を合算]
1事故500万円
 (免責金額1,000円)

500円1,000円150万円100万円上記以外
(学校管理
下を除く)

[AW区分の特徴]
個人活動・個人
練習なども補償
の対象 日射・熱射病、細菌・ウイルス性中毒は対象外

突然死
(急性心不全
や脳内出血)

160万円

[身体賠償]
1人1億円、1事故5億円
[財物賠償]
1事故500万円 
(各免責金額1,000円)

1,500円4,000円3,000万円2,000万円

団体活動
中とその
往復中
(学校管理
下を除く)

[大人]
スポーツをしない高
校生以上の人(送迎、
応援、準備、片付け
の活動支援)
◎5人以上の子ども
と一緒に加入

500円A

1,000円2,500円1,500万円1,000万円

[大人]
スポーツをする高校
生以上の人(実技・理
論指導とその補助な
ど)
◎5人以上の子ども
と一緒に加入

1,000円AC

1,500円4,000円3,000万円2,000万円1,500円C

スポーツ活動、文化活動、ボランティア活動、地域活動などを行う高校生以上の5人以上の大人で構成される社会教育関係団体。
加入区分ごとに5人以上で加入してください。大人の団体

加入
区分

賠償責任保険金額
(てん補限度額)

傷害保険金額
対象範囲対　象掛け金

(1人)
加入
区分 通　院

(1日につき)
入　院
(1日につき)

後遺障害
(最高)

死　亡

突然死
(急性心不全
や脳内出血)

160万円

[身体賠償]
1人1億円、1事故5億円
[財物賠償]
1事故500万円 
(各免責金額1,000円)

1,500円4,000円3,000万円2,000万円

団体活動
中とその
往復中
(学 校 管
理下を除
く)

高校生以上の文化、
ボランティア、地域
活動団体

500円A

1,000円1,800円900万円600万円
構成員の2/3以上が
60歳以上の団体
(老人クラブなど)

800円B

1,500円4,000円3,000万円2,000万円
高校生以上のスポー
ツ活動団体

1,500円C

1,000円1,800円750万円500万円
危険度の高いスポー
ツを行う団体

9,000円D

　
「
小
さ
な
掛
け
金
、
大
き
な

補
償
」が
特
徴
の
ス
ポ
ー
ツ
安

全
保
険
。
ス
ポ
ー
ツ
活
動
、
文

化
活
動
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、

地
域
活
動
を
行
う
ア
マ
チ
ュ
ア

の
社
会
教
育
団
体
が
加
入
で
き

ま
す
。

　

加
入
手
続
き
し
た
五
人
以
上

の
団
体
の
構
成
者
を
被
保
険
者

に
、
ス
ポ
ー
ツ
安
全
協
会
が
契

約
者
と
な
っ
て
損
害
保
険
会
社

と
一
括
契
約
し
ま
す
。
補
償
内

容
は「
傷
害
保
険
」「
賠
償
責
任

保
険
」の
ほ
か
、協
会
が
運
営
す

る「
共
済
見
舞
金
制
度
」と
充
実

し
て
い
ま
す
。

�
傷
害
保
険

　

急
激
で
偶
然
な
外
来
の
事
故

に
よ
る
傷
害
で
▽
死
亡
▽
後
遺

障
害
▽
入
院
▽
手
術
▽
通
院�

を
補
償
し
ま
す
。
た
だ
し
治
療

日
数（
入
院
日
数
お
よ
び
通
院

日
数
）四
日
以
上
の
傷
害
に
限

り
ま
す
。

�
賠
償
責
任
保
険

　

他
人
に
け
が
を
さ
せ
た
り
他

人
の
物
を
壊
し
た
り
し
た
場
合
、

法
律
上
の
損
害
賠
償
責
任
を
補

償
し
ま
す
。

�
共
済
見
舞
金

　

突
然
死（
急
性
心
不
全
、
脳

内
出
血
な
ど
に
よ
る
死
亡
）の

際
に
見
舞
金
を
支
払
い
ま
す
。

　

ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
に
関
す

る
詳
し
い
問
い
合
わ
せ
は
、
藤

沢
町
体
育
協
会（
藤
沢
海
洋
セ

ン
タ
ー
内�
６
３�
５
５
５
１
）

ま
で
。　

小
さ
な
掛
け
金
、
大
き
な
補
償
の
ス
ポ
ー
ツ
安
全
保
険
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第９回藤沢町民劇場(同実行委主催)は

２月24日、縄文ホールで開かれ、劇団

員手づくりの舞台�まほろばの唄　よ

みがえる命の火�を上演、会場を埋め

た観衆から拍手喝采を浴びた。物語は

縄文時代、フンツァ集落に生まれた男

の子アシタの成長を追いながら、さま

ざまな人間模様、集落のおきて、火の

尊さなどが描かれた創作劇。藤沢町民

劇団の皆川 洋  一 団長＝黄海字西深萱＝
よう いち

が原作、脚本を、千葉 憲  一 さん＝徳田
けん いち

字曲田＝が演出を担当した。劇団員が

心一つに成功させた舞台を追いながら、

進化する文化創造活動をリポートする。

文文化化をを文化を
つつくくるるつくる
���������
古里にこだわり
進化する文化創造活動

第９回藤沢町民劇場
まほろばの唄
よみがえる命の火
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希望
[第13場]村の広場
イナホが火の番をした夜、雷雨で
村中の火が消えてしまう。火種ま
で消え、困り果てたところへ旅の
行商人ナガレ親子が現れる。ナガ
レは「西の方に火を噴く山がある」
と教えてくれる

�

誕生
[第２場]アカシの家の前
色白で毛のないシンバとクリの子
アシタを、産婆ウメヨは「始末す
べきだ」と言う。村長アカシの妻
ワッカはウライのおためしで決め
てはどうかと助言。おためしの結
果アカシは、端ずれ沢で暮らすこ
とを条件に子育てを許す�(右)

決断
[第３場]シンバの家
シンバとクリは端ずれ沢で暮らす
ことを決め、子どもを立派に育て
ることを誓った。子供には、「明
日に向かって生きてほしい」とい
う思いを込めて「アシタ」と名付け
た�(左)

発見
[第13場]村の広場
イナホとタマミが火を探しに旅に
出ようとしたその時、山のふもと
から立ち上る一筋の煙を見つける。
「煙はアシタのところだ」

�

喧嘩
[第９場]若者宿の前
若者宿に入ったアシタとヤクは、
どちらがトキを嫁にするかを巡っ
てけんかする。トキは「アシタと
一緒になる」と言うが、それは力
の強い者から嫁を選んでいく村の
掟を破ることになる。掟破りの二
人は村から追放される

�

縄
文
時
代
の
藤
沢
モ
チ
ー
フ
に

縄
文
ホ
ー
ル
か
ら
文
化
を
創
造
・
発
信

第９回
藤沢町民劇場
まほろばの唄

よみがえる命の火
�����������	

喝采
[カーテンコール]
見事な演劇に満席の会場か
ら大きな拍手が送られた感
動のカーテンコール

�

さ
ま
ざ
ま
な
人
間
模
様
、

集
落
の
お
き
て
、

火
の
尊
さ
な
ど
を
描
い
た

愛
と
感
動
の
物
語



����������●�������

塩
野
半
十
郎
氏
、岡
本
太
郎
氏
、

池
田
満
寿
夫
氏
、岡
本
敏
子
氏
、

町
の
文
化
振
興
に
貢
献
さ
れ
た

四
氏
を
偲
ん
だ
創
作
劇

魅了
迫真の名演技
昨秋からけいこを積んできたキャス
トは息もぴったり。本番では、力の
入った見事な演技で客席を魅了した。
右からアカシ役畠山満さん、ウライ
役井口歩美さん、カゼ役藤沢誠さん
の３人

�

驚嘆
[第14場]アシタの家の前
煙を頼りにアシタの家を訪れた村
人たちは、これまでの行いを詫び、
村に戻って一緒に暮らすようお願
いする。みんなが荷物を運び始め
ると、そこには今まで見たことの
ない道具が次々と出てくる

�

乱舞
[第15場]村の広場
村人たちがアシタの家を訪れているそ
の時、アカシはシンバ一家にも村に戻
り一緒に暮らすよう頼む。アシタ家族
が村に帰ってくると、広場ではお祝い
が始まる。村人たちは猿水(酒)を飲み、
乱舞して歓迎する �

あ　

ら　

す　

じ

　

フ
ン
ツ
ァ
集
落
に
住
む
シ

ン
バ
と
ク
リ
に
、
色
白
で
毛

の
少
な
い
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
。
村
人
た
ち
は「 
呪 
わ
れ

の
ろ

て
い
る
。
始
末
す
べ
き
だ
」

と
、
シ
ン
バ
一
家
を
魔
物
が

住
む
と
い
わ
れ
る
端
ず
れ
沢

に
追
い
出
し
た
。

　

ア
シ
タ
と
名
付
け
ら
れ
た

子
は
賢
く
育
ち
、 
罠 
や
焼
き

わ
な

物
な
ど
を
次
々
と
発
明
し
た
。

そ
し
て
、
若
者
宿
で
の
生
活

が
始
ま
る
。

　

ア
シ
タ
と
ヤ
ク
は
、
ど
ち

ら
が
ト
キ
を
嫁
に
す
る
か
を

巡
っ
て
け
ん
か
に
な
る
。
ト

キ
は
、
ア
シ
タ
を
選
ぶ
が
、

そ
れ
は
力
の
強
い
者
か
ら
嫁

を
選
ん
で
い
く
と
い
う
村
の

 
掟 
を
破
る
こ
と
に
な
り
、
二

お
き
て

人
は
村
か
ら
追
放
さ
れ
る
。

　

あ
る
日
、
大
切
な
火
種
が

雷
雨
で
消
さ
れ
た
。
火
の
番

だ
っ
た
イ
ナ
ホ
が
火
捜
し
の

旅
に
出
よ
う
と
し
た
と
き
、

ア
シ
タ
が
住
む
山
の
ふ
も
と

か
ら
煙
が
見
え
た
。
村
人
た

ち
は
、 
火  
熾 
し
の
技
術
を
身

ひ 

お
こ

に
つ
け
た
ア
シ
タ
に
許
し
を

請
い
、
ア
シ
タ
家
族
を
村
に

連
れ
戻
す
。　

村
が
一
つ
に

な
っ
て
祝
い
の
宴
が
最
高
潮

に
達
し
た
時
、
ト
キ
は
ア
シ

タ
に
懐
妊
を
告
げ
た
。

[企画・制作]■主催　藤沢町民劇場実行委
員会■原作　皆川洋一■脚本　皆川洋一■
演出　千葉憲一■助演出　熊谷健太■舞台
監督　及川隆司
[協力]■炊き出し　ハナミズキの会■振り
付け　和田正一、村上文昭■太鼓指導　二
日町祭神太鼓保存会■プロンプター　岩渕
重幸(以上敬称略)
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町
民
劇
場
は
、
総
合
芸
術
で
あ

る
演
劇
上
演
を
通
じ
て
地
域

を
見
つ
め
直
し
、
独
自
の
文

化
を
創
造
、
発
信
す
る
取
り
組
み
だ
。

九
九
年
十
月
に
旗
揚
げ
さ
れ
た
藤
沢
町

民
劇
団
の
キ
ャ
ス
ト
、
ス
タ
ッ
フ
が
、

心
を
一
つ
に
し
て
、
過
去
八
度
の
地
元

公
演
と
東
京
公
演（
〇
二
年
十
月
）、
盛

岡
公
演（
〇
五
年
一
月
）、
仙
台
公
演

（
〇
七
年
二
月
）を
成
功
さ
せ
て
き
た
。

　

処
女
作「
森
に
消
え
た
十
字
架
」は
二

〇
〇
〇
年
二
月
、
縄
文
ホ
ー
ル
で
上
演

さ
れ
、
会
場
は
立
ち
見
が
出
る
ほ
ど
の

盛
況
ぶ
り
で
、
涙
と
感
動
に
包
ま
れ
た
。

　

第
二
回
公
演「
お
菊
の
水
物
語　
 
杣 そま

 
音 
は
知
っ
て
い
た
」は
〇
一
年
二
月
に

お
と上

演
。
黄
海
・
二
日
町
の
洪
水
か
ら
再

興
ま
で
の
村
づ
く
り
が
描
か
れ
た
愛
と

感
動
の
物
語
だ
。

　

第
三
回
公
演（
〇
二
年
二
月
）は
今
回

再
演
し
た「
ま
ほ
ろ
ば
の
唄　

よ
み
が

え
る
命
の
火
」。
町
の
象
徴
で
あ
る「
縄

文
」に
ス
ポ
ッ
ト
を
当
て
た
創
作
劇
で
、

火
の
尊
さ
を
訴
え
た
。

　

第
四
回
公
演（
〇
三
年
二
月
）は
、
東

京
公
演
と
あ
わ
せ
て
、
再
び「
森
に
消

え
た
十
字
架
」を
上
演
。

　

第
五
回
公
演（
〇
四
年
二
月
）は
、
増

沢
・
立
石
神
社
の
伝
説
を
モ
チ
ー
フ
に

し
た
創
作
劇「
巨
岩
伝
説　
 
錫  
杖 
の
音

し
ゃ
く 
じ
ょ
う

こ
だ
ま
し
て
」。
大
石
の
除
霊
を
め
ぐ

り
繰
り
広
げ
ら
れ
る
人
間
模
様
が
巧
み

に
描
か
れ
て
い
る
。

　

第
六
回
公
演（
〇
五
年
二
月
）は
、
盛

岡
公
演
と
合
わ
せ
て 
三  
度 「
森
に
消
え

み 

た
び

た
十
字
架
」を
上
演
。

　

第
七
回
公
演（
〇
六
年
二
月
）は「 
屋 や

 
須  
弘  
平 
物
語　

さ
く
ら
」。
中
米
グ
ア

す 

こ
う 
へ
い

テ
マ
ラ
で
人
生
の
大
半
を
過
ご
し
た
郷

土
出
身
の
写
真
家
屋
須
弘
平
の
波
瀾
万

丈
の
生
涯
が
描
か
れ
た
愛
と
感
動
の
物

語
だ
。

　

そ
し
て
昨
年
の
第
八
回
公
演（
〇
七

年
二
月
）は
、
仙
台
公
演
と
合
わ
せ
て

四
度
目
の「
森
に
消
え
た
十
字
架
」を
上

演
し
た
。

町民劇場は初めてです。トキ(少女期)役

の佐藤麻衣さんに誘われて参加しました。

練習も本番もとても楽しくできました。

本当に参加してよかったです。クルミの

出来は85点くらいかな。来年もまた参

加したいです。

小野寺小春さん
クルミ役

砂子田字火ノ田　藤沢小４年

主役は初めて。任された時は驚きました。

本番は緊張して、うまくできないところ

もあり少し悔しいです。演技はヤクとの

からみ(９場のけんかシーン)が一番難し

かったですが、本番では納得の演技がで

きました。

柴田純平さん
主役アシタ(青年期)役

一関市東山町　千厩高１年
文
化
と
は
、こ
こ
で
は
自
ら
創
る
こ
と

つ　

く

他
に
は
な
い
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
を
目
指
す
こ
と

　

今
回
の
出
来
は
予
想
以
上
に
よ

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
毎
回
言
え
る

こ
と
で
す
が
、
け
い
こ
の
出
来
が
悪

い
だ
け
に
心
配
に
な
る
ん
で
す
よ
ね
。

き
っ
と
、
本
番
と
練
習
で
は
、
気
合

い
の
入
り
方
が
違
う
ん
で
し
ょ
う
。

　
「
ま
ほ
ろ
ば
の
唄　

よ
み
が
え
る

命
の
火
」は
、
第
三
回
公
演
に
続
く

再
演
で
す
が
、
前
回
と
同
じ
役
は
二

人
だ
け
で
ほ
ぼ
総
入
れ
替
え
で
し
た
。

こ
こ
に
し
か
な
い
テ
ー
マ
で
、
こ
こ
に
し
か
な
い
舞
台
を
つ
く
る
。
キ
ャ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
ス
タ
ッ

フ
も
住
民
が
担
う
藤
沢
町
民
劇
場
。
世
界
に
ひ
と
つ
、
オ
ン
リ
ー
・
ワ
ン
の
文
化
は
、
地
元
は
も
と

よ
り
東
京
、
盛
岡
、
仙
台
で
も
上
演
。
地
方
か
ら
都
市
へ
文
化
を
発
信
す
る
と
い
う
、
新
し
い
流
通

経
路
を
打
ち
出
し
た
。
現
在
横
浜
公
演
の
話
も
浮
上
。
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
な
い
。

藤沢町民劇団長

皆川洋一　さん
黄海字西深萱　自営　59歳

進化する町民劇場
来年は横浜公演も

�������������
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化
の
流
通
経
路
は
、
一
般
的

に「
都
市
か
ら
地
方
へ
」だ
。

し
か
し
、
〇
二
年
十
月
、
東

京
世
田
谷
区
民
会
館
で
行
わ
れ
た
東
京

公
演
は
、
従
来
の
概
念
を
覆
し
、「
地
方

か
ら
中
央
へ
」と
い
う
新
た
な
流
通
経

路
を
打
ち
出
し
た
。
〇
五
年
一
月
の
盛

岡
公
演
、
昨
年
の
仙
台
公
演
は
そ
の
再

来
。
い
っ
た
い
な
ぜ
、
藤
沢
町
民
劇
場

は
こ
こ
ま
で
高
い
評
価
を
受
け
て
い
る

の
だ
ろ
う
か
。

　

皆
川
団
長
は「
豊
か
な
時
代
だ
か
ら

こ
そ
、
や
さ
し
さ
や
温
も
り
の
あ
る
も

の
、
本
当
に
心
を
動
か
さ
れ
る
も
の
が

見
直
さ
れ
て
き
て
い
る
ん
だ
と
思
う
。

町
民
劇
場
は
古
里
の
や
さ
し
さ
や
ぬ
く

も
り
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
ん

な
本
質
が
都
市
の
人
た
ち
に
評
価
さ
れ

て
い
る
の
で
は
」と
言
う
。

　

現
在
、
横
浜
港
開
港
百
五
十
周
年
を

記
念
し
て
、
横
浜
市
で
の
公
演
も
浮
上

し
て
い
る
藤
沢
町
民
劇
場
。
古
里
の
文

化
を
都
市
か
ら
発
信
す
る
だ
け
で
な
く
、

地
域
文
化
の
あ
り
方
や
そ
の
意
義
ま
で

も
投
げ
か
け
て
い
る
。

文

響
、
照
明
、
化
粧
な
ど
の
裏

方
は
、
Ｊ
ス
タ
ッ
フ
協
議
会

（
及
川 
隆  
司 
会
長
）
を
中
心
と

た
か 

し

す
る
劇
団
ス
タ
ッ
フ
が
担
当
し
、
舞
台

を
彩
っ
た
。
昼
食
は
、
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の

会（
須
藤
千
代
子
会
長
）の
皆
さ
ん
が
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
で
準
備
し
て
く
れ
た
。
こ

の
よ
う
に
、
舞
台
は
多
く
の
ス
タ
ッ
フ

に
支
え
ら
れ
て
い
る
。

　

舞
台
監
督
を
務
め
た
Ｊ
ス
タ
ッ
フ
協

議
会
の
及
川
会
長
は「
文
化
は
コ
ピ
ー

で
は
な
く
、
自
ら
創
造
す
る
こ
と
に
意

義
が
あ
り
、そ
れ
が
地
域
文
化
と
し
て

古
里
に
根
付
い
て
い
く
の
で
す
。
こ
だ

わ
れ
ば
こ
だ
わ
る
ほ
ど
苦
労
は
増
え
ま

す
が
、
苦
労
を
乗
り
越
え
て
こ
そ
そ
の

先
に
感
動
が
あ
る
。
町
民
劇
場
は
一
〇

〇
㌫
藤
沢
産
。
こ
こ
に
し
か
な
い
オ
ン

リ
ー
・
ワ
ン
の
文
化
で
す
」と
胸
を
張
る
。

　

鮮
や
か
な
照
明
を
浴
び
、
迫
真
の
演

技
で
客
席
を
魅
了
す
る
表
舞
台
が
あ
る

一
方
で
、
も
う
一
つ
の
ド
ラ
マ
が
繰
り

広
げ
ら
れ
る
舞
台
裏
。
裏
方
と
呼
ば
れ

る
ス
タ
ッ
フ
は
、
光
と
音
を
巧
み
に
操

り
舞
台
を
彩
る
舞
台
裏
の
千
両
役
者
だ
。

緊張しながらも最後までやりきり、本番

前の緊張感が達成感に変わっています。

初めての出演で最初は重圧でしたが、け

いこを重ねるうちに責任感に変わって、

それが最後まで頑張る力になりました。

これからも続けて参加したいです。

矢尾板祥之さん
主役アシタ(少年期)役

徳田字桜ノ沢　藤沢中１年

前回まで男役が多く、女役に戸惑いまし

た。化粧もうまくいかないし、動きもぎ

こちなくて大変でした。役は照れくさ

かったけど、自分がトキになりきれたと

き、アシタを好きになれて、自然に演技

ができるようになりました。

千葉奈菜さん
トキ(青年期)役

藤沢字吉高　千厩高２年

飲まずに酔っぱらいの役は難しかったで

す。上演中は客席が見えなくて緊張しま

せんでしたが、カーテンコールで満席の

会場を見たときは感動しました。世代を

超えて一つのものをやり遂げるのは素晴

らしいことですね。

伊勢徳郎さん
ハンジイ役

西口字玉川　会社員

　

脚
本
は
、
野
焼
祭
に
ゆ
か
り
の
あ

る
人
た
ち
を
モ
チ
ー
フ
に
書
き
ま
し

た
。
あ
の
役
は
塩
野
半
十
郎
先
生
、

こ
の
役
は
岡
本
太
郎
先
生
っ
て
ね
。

縄
文
時
代
と
い
う
の
は
、
弥
生
時
代

と
比
べ
て
暴
力
も
な
く
、
す
ご
く
平

和
な
時
代
で
し
た
。
み
ん
な
が
仲
良

く
暮
ら
し
て
い
ま
し
た
。
そ
う
い
う

互
い
を
思
い
や
る
心
の
和
と
か
共
に

生
き
て
い
く
集
落
の
連
帯
感
な
ど
を

感
じ
て
も
ら
え
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

　

来
年
は
、「
屋
須
弘
平
物
語　

さ

く
ら
」を
上
演
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。
現
在
東
京
、
盛
岡
、
仙
台
に

続
き
、
横
浜
公
演
の
話
が
進
ん
で
お

り
、
横
浜
に
ゆ
か
り
の
あ
る
屋
須
を

選
び
ま
し
た
。
具
体
的
な
打
ち
合
わ

せ
は
こ
れ
か
ら
で
す
が
、
来
年
は
藤

沢
町
民
劇
場
十
周
年
、
横
浜
港
開
港

百
五
十
周
年
、
屋
須
が
横
浜
を
出
港

し
て
百
三
十
五
年
と
い
う
記
念
す
べ

き
年
。
ぜ
ひ
実
現
さ
せ
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。
よ
そ
で
公
演
す
る
こ
と

は
団
員
に
と
っ
て
も
刺
激
に
な
り
ま

す
。
そ
の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
維
持

し
た
ま
ま
縄
文
ホ
ー
ル
で
上
演
で
き

た
ら
い
い
で
す
ね
。

　

団
員
の
中
に
は
、
第
一
回
か
ら
か

か
わ
っ
て
い
る
キ
ャ
ス
ト
や
ス
タ
ッ

フ
が
い
ま
す
。
九
年
間
で
彼
ら
の
知

識
や
技
術
は
格
段
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
て
お
り
、
演
出
、
音
響
や
照
明
な

ど
は
す
っ
か
り
任
せ
て
い
ま
す
。
町

民
劇
場
は
藤
沢
が
誇
る
文
化
の
一
つ

に
成
長
し
て
い
る
と
思
う
し
、
文
化

を
つ
く
る
Ｄ
Ｎ
Ａ
は
確
実
に
継
承
で

き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

音

上　裏方は舞台裏の
千両役者だ。光を操
り舞台を彩る照明ス
タッフ
下　ボランティアで
昼食を準備してくれ
たハナミズキの会の
皆さん

本番前の緊張感漂う楽屋。化粧スタッ
フにメークしてもらいながら、徐々に
志気を高めていくキャスト
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財
団
法
人
伝
統
文
化
活
性
化
国
民
協

会（
平
山
郁
夫
会
長
）の
二
〇
〇
七
年
度

地
域
伝
統
文
化
功
労
者
に
、
下
大
籠
南

部
神
楽
保
存
会
長
高
橋 
義  
男 
さ
ん（
七

八

）

よ
し 

お

＝
大
籠
字
奈
良
原
＝
が
本
県
か
ら
唯
一

選
ば
れ
た
。

　

同
表
彰
は
伝
統
文
化
の
振
興
、
団
体

育
成
に
貢
献
し
た
個
人
や
団
体
に
贈
ら

れ
る
も
の
で
、
本
年
度
は
全
国
で
二
十

三
の
個
人
・
団
体
が
受
賞
し
た
。
表
彰

伝
達
式
は
三
月
七
日
、
岩
手
県
庁
で
行

わ
れ
、
相
澤 
徹 
県
教
育
長
か
ら
義
男
さ

と
お
る

ん
に
表
彰
状
が
伝
達
さ
れ
た
。

　
「
こ
の
年
に
な
っ
て
表
彰
さ
れ
る
な

ん
て
あ
り
が
た
い
ね
。
み
ん
な
で
や
っ

て
き
た
か
ら
み
ん
な
の
お
か
げ
。
本
当

に
う
れ
し
い
」と
笑
顔
を
見
せ
る
。

　

神
楽
と
の
出
合
い
は
少
年
時
代
。
古

里
の
宮
城
県
本
吉
町
で
、
下
大
籠
南
部

神
楽
の
演
舞
を
見
て
心
を
打
た
れ
た
。

「
か
っ
こ
よ
か
っ
た
。
テ
レ
ビ
の
な
い

時
代
、
神
楽
を
舞
う
人
は
ス
タ
ー
だ
っ

た
」と
振
り
返
る
。

　

一
九
五
一
年
、
縁
あ
っ
て
本
町
大
籠

地
域
伝
統
文
化
功
労
者
と
し
て

本
県
か
ら
唯
一
受
賞

へ
移
住
。
あ
こ
が
れ
だ
っ
た
同
保
存
会

に
入
会
し
、「
神
楽
三
昧
」の
人
生
が
ス

タ
ー
ト
し
た
。
以
来
、
半
世
紀
以
上
に

わ
た
り
舞
っ
て
き
た
。
七
三
年
か
ら
は

会
長
を
務
め
、
保
存
、
伝
承
活
動
に
も

力
を
注
い
で
い
る
。

　

二
〇
〇
〇
年
、
国
際
友
好
親
善
の
町

豪
州
デ
ュ
ア
リ
ン
ガ
町
か
ら
シ
ド
ニ
ー

五
輪
聖
火
リ
レ
ー
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加

を
依
頼
さ
れ
渡
豪
。
世
界
最
大
の
ス

ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
古
里
の
神
楽
を
世

界
へ
と
発
信
し
た
。

　

そ
ん
な
順
風
満
帆
の
義
男
さ
ん
を
悲

し
み
が
襲
っ
た
の
は
〇
三
年
夏
。
後
継

者
と
し
て
義
男
さ
ん
と
共
に
保
存
会
の

舵
を
と
っ
て
き
た
長
男 
巳  
喜  
夫 
さ
ん
が

み 

き 

お

四
十
八
歳
の
若
さ
で
他
界
し
た
。
そ
の

年
は
、
く
し
く
も
保
存
会
結
成
七
十
周

年
の
年
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
公
演
を
企
画

し
て
い
た
矢
先
だ
っ
た
。

　
「
け
い
こ
か
ら
公
演
ま
で
、
保
存
会

の
運
営
を
任
せ
て
い
た
一
番
の
後
継
者
。

ま
さ
か
お
れ
よ
り
先
に
…
」

　

保
存
会
の
会
員
た
ち
は「
し
ば
ら
く

���������
������

は
活
動
を
控
え
よ
う
」と
気
遣
っ
て
く

れ
た
が
、
義
男
さ
ん
は「
神
楽
を
続
け

る
こ
と
が
、
神
楽
を
愛
し
た
息
子
へ
の

一
番
の
供
養
」と
予
定
さ
れ
て
い
た
す

べ
て
の
公
演
を
実
施
し
た
。
巳
喜
夫
さ

ん
に
代
わ
り
、
孫
の
賢
志
さ
ん（
二

四

）＝

自
営
＝
が
義
男
さ
ん
を
支
え
た
。

　

あ
れ
か
ら
四
年
。
現
在
は
賢
志
さ
ん

と
共
に
保
存
会
は
も
と
よ
り
大
籠
小
学

校
で
も
伝
承
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
さ

ら
に
口
承
だ
っ
た
神
楽
の
口
上
を
三
冊

の
冊
子「
倭
神
楽
詠
議
本
」に
ま
と
め
る

な
ど
、「
神
楽
の
伝
承
者
」と
し
て
も
重

責
を
果
た
す
。

　
「
昭
和
初
期
か
ら
七
十
年
以
上
続
い

て
き
た
伝
統
文
化
を
守
り
た
い
。
一
人

で
も
多
く
の
後
継
者
を
育
て
る
こ
と
が

こ
れ
か
ら
の
仕
事
」と
前
を
見
る
。

　

情
熱
は
七
十
八
歳
の
今
な
お
冷
め
な

い
。
神
楽
衣
装
に
袖
を
通
せ
ば
背
筋
が

す
っ
と
伸
び
る
。

　

高
橋
家
三
代
の
夢
を
つ
な
い
で
き
た

神
楽
。
表
彰
状
は
、
巳
喜
夫
さ
ん
の
仏

前
に
飾
ら
れ
て
い
る
。　

�������
����
話題の人、注目の人　

高 たかはし・よしお　78歳
農業　大籠字奈良原
下大籠南部神楽保存会長

神
楽
一
筋
半
世
紀

橋義男 　さん

●下大籠南部神楽
1933年、一関市花泉町出身のき
こり佐藤清人さんが大籠地区に
移住し、地域住民に伝えたのが
始まりとされている。



■発行　岩手県藤沢町役場　〒029-3405岩手県東磐井郡藤沢町藤沢字町裏105番地　■編集　自治振興課　■電話　0191(63)2111
■ホームページアドレス　http://www.town.fujisawa.iwate.jp/　■Ｅメール　jichi@town.fujisawa.iwate.jp　■印刷　内藤印刷(有)

編

集

後

記

わたしの

夢

わたしは算数が得意です。担任の皆川昌枝先生にあこがれて、将来、
小学校の先生になることが夢です。皆川先生みたいに、明るくて楽
しい、笑顔の素敵な先生になりたいです。４月から中学生になりま
すが、藤中に入ったら勉強と部活を両立させたいです。部活は運動
部に入りたいです。

夢は小学校の先生になること
中学では勉強と部活を両立したい

みうら・あや　新沼小６年　砂子田字野々田

三浦　彩さん

▽
藤
高
の
教
育
は「
協
育
」だ
っ
た
。

教
職
員
は
も
と
よ
り
Ｐ
Ｔ
Ａ
が
、

同
窓
会
が
、
地
域
の
皆
さ
ん
が
日

常
的
に
生
徒
を
支
え
、
励
ま
し
て

き
た
。「
県
立
で
も
町
立
」と
い
う

意
識
が
、
開
か
れ
た
学
校
を
つ

く
っ
て
き
た
▽
わ
ず
か
二
十
八
人

で
も
、
大
規
模
校
に
負
け
な
い
活

動
を
繰
り
広
げ
、
有
終
の
美
を

飾
っ
た
最
後
の
卒
業
生
。
こ
の
経

験
は「
宝
」だ
。
こ
れ
か
ら
の
人
生
、

必
ず
役
に
立
つ
だ
ろ
う
▽
朝
夕
、

登
下
校
す
る
藤
高
生
の
姿
を
見
る

こ
と
は
で
き
な
い
。
一
時
代
を
築

い
た
吹
奏
楽
部
の
楽
器
の
音
も
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
響
く
硬
式
野
球
の

打
球
音
も
、
も
う
聞
く
こ
と
は
で

き
な
い
。「
寂
し
い
」と
は
こ
う
い

う
こ
と
な
の
だ
ろ
う
。

（
自
治
振
興
課　

畠
山
浩
）

�まちの総合情報誌ふじさわ３月号の印刷経費は１部92円です


